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•  第22回松本賞贈呈式
　我部山キヨ子氏がスピーチ 他

２
面

• 本年度ＳＲＨセミナー
　仙台市からスタート 他

３
面

• 海外情報クリップ
• 市谷クリニックへようこそ！

４
面

• シリーズ  妊娠前から
　考えて行動する重要性②

５
面

• クローズアップ
　産後のトラブル  髪と肌

６
面

• 産婦人科医による
　性の健康教育40
• ピル承認秘話（第４話）

７
面

第22回松本賞受賞
の我部山氏が自身
の活動を振り返る
（２面）

妊娠前後に必要な
栄養や、医療従事
者に求められるこ
となどを田中氏が
語る （５面）

おなかの中の赤ちゃん、ママの健康のために徹底的に考えました
葉酸は妊娠前から（妊娠を考えたときから）摂取するのが望ましいとされています

＝＝４つの特徴 ＝＝
厚生労働省推奨のモノグルタミン酸型の葉酸400㎍※を配合  
※4粒当たり

産婦人科医監修による配合デザイン
国内GMP認定工場で製造
飲みやすさを追求

日本家族計画協会は「葉酸普及プロジェクト専門家会議」を
設置し、生まれてくる赤ちゃんとママの健康ため、全国の医
療機関の協力を得て、葉酸の普及に取り組んで参ります。

発売元：一般社団法人日本家族計画協会
TEL 03-3269-4727 FAX 03-3267-2658

企画・開発：サプリードジャパン株式会社

FAMILY PLANNING SUPPLEMENT

◉飲みやすいサイズの
　フィルムコーティング錠
◉無味・無臭
◉着色料・香料・保存料不使用

医療機関
限定販売

行政機関でのご購入
希望の方はお問い合
わせください。

〈成分〉4粒当たり

モノグルタミン酸型
葉酸400㎍

カルシウム
＆

マグネシウム
鉄 各種ビタミン 乳酸菌

葉酸 400㎍
ビタミンB2 1.5㎎
ビタミンB12 2.8㎍
ナイアシン 12㎎
ビタミンD 3.75㎍
カルシウム 100㎎
鉄 10㎎

ビタミンB1 1.3㎎
ビタミンB6 1.4㎎
ビタミンC 50㎎
パントテン酸 5㎎
ビタミンK 30㎍
マグネシウム 50㎎
乳酸菌 10億個

▼
先
頃
、
18
歳
を
も
っ
て
成

人
と
す
る
こ
と
な
ど
を
定
め

た
改
正
民
法
が
成
立
し
た
。

施
行
は
２
０
２
２
年
４
月
と

の
こ
と
だ
。
福
祉
の
視
点
か

ら
、
児
童
と
成
人
の
合
間
に

切
れ
目
が
な
く
な
る
の
は
あ

り
が
た
い
▼
成
人
に
な
れ
ば

契
約
行
為
に
保
護
者
の
同
意

が
不
要
に
な
る
な
ど
、
種
々

の
権
利
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
。だ
が
、経
済
的
に
自
立
し

て
お
ら
ず
、
社
会
経
験
が
ほ

と
ん
ど
な
い
中
で
の
判
断
能

力
は
い
か
ば
か
り
か
、
不
安

材
料
は
尽
き
な
い
▼
そ
も
そ

も
成
人（
大
人
）を
年
齢
で
線

引
き
す
る
の
は
難
し
い
。
最

も
そ
の
思
い
を
強
く
す
る
の

が
、
後
を
絶
た
な
い
乳
幼
児

虐
待
の
ニ
ュ
ー
ス
。
逮
捕
後

の
取
り
調
べ
で
「
泣
き
や
ま

な
か
っ
た
か
ら
カ
ッ
と
な
っ

て
床
に
投
げ
落
と
し
た
」
と

言
い
放
つ
父
親
は
と
う
に
20

歳
を
超
え
て
い
る
▼
精
神
的

に
成
熟
し
て
い
な
く
て
も
親

に
な
れ
る
、
な
れ
て
し
ま
う

の
だ
。
だ
か
ら
性
教
育
が
け

し
か
ら
ん
と
さ
れ
る
理
由
が

私
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
ど

う
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い

ま
ま
起
き
た
事
件
、
恐
ら
く

本
人
が
一
番
困
惑
し
て
い
る

に
違
い
な
い
▼
育
っ
た
環
境
、

関
わ
る
人
々
か
ら
の
影
響
、

加
え
て
自
身
の
学
習
や
経
験

に
よ
り
常
識
と
社
会
性
を
身

に
付
け
て
こ
そ
〝
大
人
〞
と
、

私
な
り
に
定
義
し
て
み
た
▼

「
序
中
盤
は
人
間
か
ら
す
る

と
茫ぼ

う

洋よ
う

と
し
て
な
か
な
か
捉

え
づ
ら
い
」
、
勝
利
に
つ
い

て
「
僥ぎ

ょ
う
こ
う倖
と
し
か
言
え
な

い
」
。
連
勝
記
録
に
挑
戦
し

注
目
が
集
ま
る
中
、
穏
や
か

な
口
調
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

答
え
、
将
棋
フ
ァ
ン
だ
け
で

な
く
多
く
の
人
々
の
心
を
つ

か
ん
だ
14
歳
の
中
学
生
（
当

時
）
藤
井
聡
太
棋
士
、
実
に

大
人
だ
。 

（
杉
村
由
香
理
）

空

天
馬

　
本
会
三
代
目
会
長
で
あ
っ

た
近
泰
男
氏
が
昨
年
11
月
に

急
逝
し
た
。
本
会
の
草
創
期

を
知
る
諸
先
輩
方
は
す
で
に

他
界
さ
れ
て
お
り
、
残
さ
れ

た
私
ど
も
に
と
っ
て
は
痛
恨

の
極
み
で
あ
る
。
し
か
し
、

わ
れ
わ
れ
に
悲
嘆
に
暮
れ
て

い
る
時
間
は
な
い
。

　
本
会
は
、
国
際
家
族
計
画

連
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
加
盟
団

体
と
し
て
、
７
Ａ
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、
日
々
の
活
動

に
邁ま

い

進し
ん

し
て
い
る
。そ
こ
で
、

こ
の
７
Ａ
を
テ
ー
マ
に
２
０

１
７
年
度
を
振
り
返
っ
て
み

た
い
。

Adolescent

　
思
春
期
保
健
の
推
進

　
１
９
７
９
年
９
月
に
開
設

　
本
会
の
２
０
１
８
年
度
第
１
回
定
例
理
事
会
が
５
月
30
日
に
本
会
で
開
催
さ
れ
、

昨
年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
報
告
を
決
議
。
６
月
20
日
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
開
催
さ
れ
た
18
年
度
定
時
社
員
総
会
に
お
い
て
、
決
算
報

告
が
承
認
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
本
会
の
事
業
報
告
の
主
な
内
容
を
報
告
す
る
。

14
万
件
を
超
え
、
２
０
１
７

年
度
は
１
５
０
４
件
だ
っ

た
。

　
ま
た
、
指
導
者
養
成
を
目

的
に
１
９
８
１
年
度
か
ら
開

始
し
た
「
思
春
期
保
健
セ
ミ

ナ
ー
Ⓡ
」
は
、
全
３
コ
ー
ス

を
修
了
し
た
思
春
期
保
健
相

談
士
Ⓡ
を
１
４
０
人
誕
生
さ

せ
た
。

Abortion

　
安
全
な
人
工
妊
娠
中
絶

　
わ
が
国
の
人
工
妊
娠
中
絶

の
届
出
件
数
は
直
近
の
２
０

１
６
年
度
で
16
万
８
０
１
５

件
。
本
会
創
設
の
１
９
５
４

年
で
は
１
１
４
万
３
０
５
９

件
で
あ
っ
た
こ
と
を
鑑
み
る

と
、
隔
世
の
感
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
中
絶
方
法
は
世

界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）が
推

奨
す
る
経
口
妊
娠
中
絶
薬
で

は
な
く
、
依
然
と
し
て
外
科

的
手
術
が
行
わ
れ
て
い
る
。

Advocacy

　
啓
発
・
提
言
活
動

　
本
紙
「
家
族
と
健
康
」

は
、
創
刊
以
来
１
号
の
欠
号

も
な
く
発
行
し
続
け
、
本
年

３
月
に
は
第
７
６
８
号
を
数

え
た
。
本
紙
を
通
じ
、
時
代

に
即
応
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
つ
い
て
、
本
会
と
し
て

の
主
義
・
主
張
を
訴
え
続
け

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
通

じ
、
性
と
生
殖
に
関
す
る
健

康
と
権
利
（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
）
の

情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
っ

て
き
た
。

　
ま
た
、（
公
社
）日
本
産
婦

人
科
医
会
の
協
力
を
得
て
発

行
し
て
い
る
冊
子
「
妊
娠
中

か
ら
考
え
る
お
産
の
あ
と
の

あ
な
た
と
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
」

を
約
48
万
部
発
行
し
、
市
区

町
村
、
医
療
機
関
ほ
か
約
１

４
０
０
か
所
に
配
布
し
た
。

AID
S

　 

Ｓ
Ｔ
Ｉ
及
び

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
予
防

　
性
感
染
症
（
Ｓ
Ｔ
Ｉ
）
、

中
で
も
わ
が
国
に
お
け
る
梅

毒
の
急
増
は
、
殊
の
外
、
深

刻
さ
を
増
し
て
い
る
。
本
会

と
し
て
は
こ
の
問
題
に
つ
い

て
本
紙
・
教
材
・
セ
ミ
ナ
ー

を
通
じ
、
折
に
触
れ
て
注
意

本
会
と
し
て
は
「
安
全
な
人

工
妊
娠
中
絶
」
を
実
現
す
べ

く
、
経
口
妊
娠
中
絶
薬
の
開

発
に
取
り
組
む
企
業
へ
の
サ

ポ
ー
ト
を
積
極
的
に
行
っ
た
。

Access

　 

ど
こ
で
も
誰
も
が

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

　
２
０
１
７
年
７
月
以
降
、

厚
生
労
働
省
で
の
会
議
に
お

い
て
、
緊
急
避
妊
薬
の
一
般

用
医
薬
品
化
（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
）

に
つ
い
て
の
議
論
が
交
わ
さ

れ
て
い
る
。
１
か
月
間
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
募
集

さ
れ
、
３
４
８
件
が
集
ま
っ

た
。
結
果
は
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
賛
成

が
３
２
０
件
、
反
対
は
28

件
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
検

討
会
議
の
結
論
は
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ

化
は
時
期
尚
早
で
あ
る
」
だ

っ
た
。

　
計
画
し
て
い
な
い
妊
娠
の

回
避
に
は
、
確
実
な
避
妊
法

の
普
及
が
不
可
欠
だ
。
緊
急

避
妊
薬
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
推
進

は
、
本
会
の
運
動
理
念
を
実

現
す
る
た
め
に
も
重
要
な
課

題
の
一
つ
で
あ
る
。

を
喚
起
し
た
。

Ageing

　
高
齢
化
社
会
対
策

　
本
会
が
高
齢
化
社
会
対
策

と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
事

業
の
一
つ
が
、
「
リ
ュ
ー
ブ

ゼ
リ
ー
Ⓡ
」
で
あ
る
。
性
交

痛
緩
和
を
目
的
と
し
た
同
類

の
潤
滑
ゼ
リ
ー
は
多
々
あ
る

が
、
発
売
以
来
35
年
を
経
過

し
て
も
な
お
大
き
な
信
頼
を

得
て
い
る
。

　
最
近
で
は
、
中
高
年
期
に

と
ど
ま
ら
ず
、
産
後
や
病
後

の
女
性
に
も
高
い
評
価
を
得

て
い
る
。

Abuse

　
児
童
虐
待
の
防
止

　
「
子
ど
も
虐
待
に
よ
る
死

亡
事
例
等
の
検
証
結
果
等
に

つ
い
て
（
第
13
次
報
告
）
」

に
よ
れ
ば
、
心
中
以
外
の
虐

待
死
は
48
例
、
52
人
。
主
た

る
加
害
者
は
、
実
母
が
50
・

０
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で

実
父
が
23
・
１
％
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
実
母
が
抱

え
る
問
題
（
複
数
回
答
）
と

し
て
、「
予
期
し
な
い
妊
娠
／

計
画
し
て
い
な
い
妊
娠
」
が

34
・
６
％
と
最
も
多
く
、
次

い
で
「
妊
婦
健
診
未
受
診
」

が
32
・
７
％
、
「
若
年
（
10

代
）
妊
娠
」
が
25
・
０
％
で

あ
っ
た
。
児
童
虐
待
防
止
の

観
点
か
ら
も
、
本
会
が
創
設

以
来
取
り
組
ん
で
き
た
予
期

し
な
い
妊
娠
／
計
画
し
て
い

な
い
妊
娠
防
止
の
手
を
緩
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
ま
た
、
17
年
度
に
は
厚
生

労
働
省
よ
り
受
託
し
た
事
業

（
後
述
）
に
お
い
て
、
児
童

虐
待
防
止
に
関
す
る
広
報
啓

発
資
材
を
作
成
し
た
。

◆ 

経
営
基
盤
の
安
定
・

充
実
に
向
け
た
活
動

　
17
年
度
も
、
経
済
的
に
自

立
し
た
組
織
を
目
指
し
、
母

子
保
健
／
思
春
期
保
健
／
健

康
教
育
等
の
分
野
で
指
導
者

養
成
研
修
、
教
材
企
画
・
制

作
な
ど
収
益
事
業
を
展
開
し

た
。
特
に
厚
生
労
働
省
よ
り

受
託
し
た
「
母
子
保
健
指
導

者
養
成
研
修
事
業
に
係
る
研

修
実
施
業
務
」
で
は
、
母
子

保
健
／
思
春
期
保
健
の
分
野

で
指
導
者
養
成
事
業
に
重
要

な
役
割
を
果
た
せ
た
。

　
さ
ら
に
前
述
の
通
り
、
国

庫
補
助
を
受
け
て
、
厚
生
労

働
省
「
平
成
29
年
度
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
推
進
調
査

研
究
事
業
健
や
か
親
子
21

（
第
２
次
）
に
関
す
る
調
査

研
究
」
も
実
施
し
た
。

　
本
事
業
で
は
、
健
や
か
親

子
21
初
と
な
る
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

企
画
を
提
案
し
、
「
健
や
か

親
子
21
×
鷹
の
爪
団
　
み
ん

な
で
子
育
て
大
作
戦
」
と
題

し
た
広
報
啓
発
資
材
（
動

画
、
ポ
ス
タ
ー
、
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
）
を
５
編
作
成
し
た
。

　
17
年
度
も
役
職
員
一
同
、

歴
史
に
恥
じ
な
い
公
益
民
間

団
体
と
し
て
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
の
向

上
の
た
め
に
活
動
す
る
と
と

も
に
、
関
係
諸
団
体
と
有
機

的
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

公
益
の
た
め
の
諸
事
業
を
推

進
で
き
た
。

し
た
「
思
春

期
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
は
、

そ
の
後
「
思

春
期
・
Ｆ
Ｐ

ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
と
し
て

38
年
間
、
わ

が
国
の
若
者

た
ち
の
悩
み

に
寄
り
添
っ

て
き
た
。
相

談
カ
ー
ド
は

こ
れ
ま
で
に

定時社員総会の様子

本
会
事
業
報
告
･
決
算
承
認

2017
年度

※クリックすると各ページにジャンプします

http://www.jfpa.or.jp/
https://www.jfpa.or.jp/women/yosan/
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第
22
回
松
本
賞
贈
呈
式
が

６
月
20
日
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

市
ヶ
谷
（
東
京
都
千
代
田

区
）
で
開
催
さ
れ

た
。
故
松
本
清
一
本
会

元
会
長
の
名
を
冠
し
た

こ
の
賞
は
、
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
分

野
で
活
躍
す
る
第
一
人

者
に
そ
の
功
績
を
讃た

た

え

て
、
本
会
が
贈
呈
す
る

も
の
だ
。

　
今
回
の
受
賞
者

は
、
大
垣
女
子
短
期
大

学
看
護
学
科
教
授
・
学

科
長
の
我か

部べ

山や
ま

キ
ヨ
子

氏
。
「
産
科
医
療
機
関

等
の
助
産
師
確
保
対
策

事
業
」
を
全
国
に
先
駆

け
て
実
施
し
た
ほ

か
、
助
産
師
教
員
の
教

育
キ
ャ
リ
ア
ラ
ダ
ー
を

作
成
し
研
修
事
業
の
基

礎
を
築
い
た
功
績
な
ど

が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
ス
ピ
ー
チ
の
は
じ
め
に
、

我
部
山
氏
は
「
松
本
清
一
先

生
の
た
く
さ
ん
の
ご
著
書
を

バ
イ
ブ
ル
の
よ
う
に
し
て
勉

強
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
」

と
、
学
生
時
代
を
振

り
返
っ
た
。

　
思
春
期
教
育
を
始

め
た
き
っ
か
け
は
、

小
・
中
学
校
で
の
校

内
暴
力
や
モ
ン
ス
タ

ー
ペ
ア
レ
ン
ト
が
問

題
と
な
っ
た
２
０
０

０
年
前
後
、
あ
る
中

学
校
の
校
長
に
対
策

を
依
頼
さ
れ
た
こ
と

だ
と
い
う
。
以
来
、

我
部
山
氏
は
小
・
中

学
校
や
大
学
に
お
い

て
、
学
生
た
ち
と
共

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
展
開
し
て
き

た
。

　
03
年
か
ら
は
、
京

都
大
学
附
属
病
院
に

「
女
性
の
こ
こ
ろ
と

か
ら
だ
の
相
談
室
」
を
開

設
。
専
任
の
電
話
受
け
付
け

担
当
者
を
置
き
、
育
児
や
不

妊
、
更
年
期
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
を
受
け
付
け
て
い

る
。
中
で
も
相
談
が
多
い
の

は
、
思
春
期
の
悩
み
、
母
乳

に
関
す
る
問
題
、
婦
人
科
が

ん
に
つ
い
て
だ
と
い
う
。

　
最
後
に
我
部
山
氏
は
、
今

後
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
に
お
け
る
課
題
に
つ

い
て
、
「
思
春
期
の
健
康
教

育
に
お
い
て
は
、
男
性
ピ
ア

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
育
成
と
、

若
い
女
性
へ
の
月
経
に
関
す

る
継
続
的
な
相
談
体
制
づ
く

り
が
必
要
だ
」
と
説
い
た
。

　
さ
ら
に
「
妊に

ん

孕よ
う

力
に
つ
い

て
、
特
に
女
子
大
生
に
対
し

て
教
育
す
る
こ
と
も
重
要

だ
。
ま
た
児
童
虐
待
、
産
後

う
つ
な
ど
の
防
止
の
た
め
に

は
、
助
産
師
が
妊
娠
期
か
ら

育
児
期
ま
で
の
継
続
的
ケ
ア

を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」

と
語
り
、
指
導
者
た
ち
が
取

り
組
む
べ
き
方
向
性
を
示
し

た
。

受賞者スピーチを行う我部山氏

本会
後援

　
本
会
は
、
厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
母
子
保
健
課
よ

り
「
母
子
保
健
指
導
者
養
成
に
係
る
広
報
啓
発
一
式
」
事

業
を
受
託
し
た
。「
母
子
保
健
指
導
者
養
成
研
修
」
お
よ
び

「
母
子
保
健
情
報
誌
」
の
企
画
・
発
行
が
そ
の
内
容
。
本

事
業
を
本
会
が
受
託
す
る
の
は
、
今
回
で
４
年
連
続
と
な

る
。

　
今
年
度
は
、
全
７
テ
ー
マ
の
研
修
を
計
19
回
行
う
。
例

年
開
催
し
て
い
る
研
修
（
一
覧
①
〜
⑥
）
は
、
昨
年
度
よ

り
も
一
歩
踏
み
込
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
仙
台
や
福

岡
な
ど
東
京
・
大
阪
以
外
で
の
開
催
が
増
え
た
。

　
さ
ら
に
今
年
度
よ
り
、
「
児
童
福
祉
施
設
給
食
関
係
者

研
修
（
食
育
の
推
進
の
た
め
の
関
係
者
研
修
）
」
が
本
事

業
に
新
し
く
加
わ
っ
た
。
こ
れ
は
昨
年
度
ま
で
地
区
ブ
ロ

ッ
ク
別
に
自
治
体
が
主
催
と
な
っ
て
開
催
し
て
い
た
研

修
。
行
政
だ
け
で
な
く
、
児
童
福
祉
施
設
の
職
員
も
対
象

と
な
り
、
全
国
４
か
所
で
開
催
さ
れ
る
。

 平成30年度母子保健指導者養成研修会一覧

「
や
っ
た
だ
け
」
に
な
っ
て
い
る
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
に
決
別
を
！

第
₁₅
回

Seminar Information
　
思
春
期
の
子
ど
も
と
接
す
る
と

き
に
困
る
こ
と
っ
て
何
で
し
ょ

う
？
　
近
年
の
思
春
期
の
子
ど
も

を
取
り
巻
く
環
境
は
刻
々
と
変
化

し
、
加
え
て
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
指
導
者
の
方
々
に
と
っ
て

は
、
そ
の
時
々
の
背
景
に
合
わ
せ

た
対
応
に
悩
ま
れ
る
こ
と
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
こ
で
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
子

ど
も
の
貧
困
や
ス
マ
ホ
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
問
題
や
リ
ベ
ン

ジ
ポ
ル
ノ
等
）、性
の
現
状（
性
感

染
症
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
・
人
工

妊
娠
中
絶
）
な
ど
の
思
春
期
問
題

の
最
新
情
報
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
児
童
養
護
施
設
の
性

教
育
の
現
場
で
活
用
で
き
る
指
導

用
教
材
を
実
際
に
活
用
し
た
性
教

　
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
開
始

か
ら
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
し

か
し
厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ
る

と
、
チ
ェ
ッ
ク
実
施
率
は
８
割
に

育
の
取
り
組
み
事
例
を
紹
介
し
、

指
導
者
の
方
々
が
今
後
の
活
動
に

生
か
せ
る
情
報
を
提
供
い
た
し
ま

す
。

　
特
に
「
紙
芝
居
型
」
性
教
育
教

材
を
用
い
た
児
童
養
護
施
設
に
お

け
る
実
践
的
な
事
例
紹
介
で
は
、

そ
の
と
き
の
子
ど
も
た
ち
の
反

応
・
反
響
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
導

き
出
さ
れ
た
課
題
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
編
も

開
催
決
定

　
11
月
と
来
年
２
月
に
開
催
さ
れ

る
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
実
践
経
験

が
豊
富
な
講
師
か
ら
、
出
前
授
業

や
出
張
講
演
な
ど
で
生
か
せ
る
指

導
方
法
が
学
べ
ま
す
。
思
春
期
の

子
ど
も
に
は
、
指
導
者
の
適
切
な

関
わ
り
や
、
サ
ポ
ー
ト
が
ま
す
ま

す
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
編
と
併
せ
て
、

現
場
に
お
け
る
性
教
育
指
導
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
の
に
う
っ

て
つ
け
の
内
容
で
す
。

　
母
子
保
健
、
思
春
期
教
育
の
パ

イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
日
本
家
族
計
画

協
会
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
、
大
変

お
薦
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
思
春

期
教
育
に
携
わ
っ
て
い
る
指
導
者

の
方
々
は
、
ぜ
ひ
と
も
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

【
講
師
】
渡
會
睦
子
（
東
京
医
療

保
健
大
学
医
療
保
健
学
部
看
護
学

科
教
授
）

【
対
象
者
】
保
健
師
・
助
産
師
・

看
護
師
・
養
護
教
諭
・
看
護
教

員
・
児
童
養
護
施
設
職
員
な
ど

＊
思
春
期
保
健
相
談
士
認
定
カ
ー

ド
更
新
対
象
セ
ミ
ナ
ー
（
１
カ
ウ

ン
ト
）

■
ベ
ー
シ
ッ
ク
編

【
開
催
日
・
会
場
】
８
月
４
日
㈯

平
和
と
労
働
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都

文
京
区
）

【
受
講
料
（
税
込
）
】

１
万
８
０
０
円
　

※
思
春
期
保
健
相
談
士
は
８
６
４

０
円

【
定
員
】
１
０
０
人

■
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
編

【
開
催
日
・
会
場
】
第
16
回
11
月

３
日
㈯
、
第
17
回
２
０
１
９
年
２

月
２
日
㈯
保
健
会
館
新
館
（
東
京

都
新
宿
区
）

【
受
講
料
（
税
込
）
】

１
万
６
２
０
０
円

※
こ
ち
ら
は
ベ
ー
シ
ッ
ク
編
を
受

講
し
て
い
な
く
て
も
受
講
い
た
だ

け
ま
す

な
る
も
、
実
施
後
に
何
ら
か
の
職

場
環
境
の
改
善
を
し
て
い
た
事
業

所
は
わ
ず
か
４
割
と
い
う
現
状
に

な
っ
て
い
ま
す
。

対
応
と
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
実

例
を
交
え
な
が
ら
具
体
的
に
学
ん

で
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
の
セ
ル
フ
ケ
ア
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
「
自
律
訓
練
法
」

（
写
真
）
を
実
習
し
ま
す
。
普
段

あ
ま
り
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
の
実
習
こ
そ
本
セ
ミ
ナ
ー
の

特
長
で
あ
り
、
毎
回
、
ご
好
評
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
自
律
訓

練
法
の
特
徴
や
効
果
、
適
応
領

域
、
自
律
訓
練
に
必
要
な
環
境
や

姿
勢
、
公
式
を
学
ぶ
こ
と
で
、
現

場
で
対
象
者
に
実
施
で
き
る
レ
ベ

ル
へ
の
到
達
を
目
指
し
ま
す
。

　
講
師
の
芦
原
睦
氏
（
中
部
労
災

病
院
心
療
内
科
部
長
・
勤
労
者
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
長
）

が
、
労
働
者
と
労
働
管
理
者
の
両

方
の
立
場
か
ら
解
説
を
す
る
た

め
、
広
い
視
点
か
ら
全
体
像
を
つ

か
む
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
分
か

り
や
す
い
組
み
立
て
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の

実
施
の
み
に
満
足
し
て
い
る
ご
自

身
と
決
別
し
、
本
当
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
が
で
き
る
力
を
身
に

付
け
ま
し
ょ
う
。

【
開
催
日
・
会
場
】

▼
第
５
回
　
７
月
21
日
㈯

Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
研
修
セ
ン
タ
ー
　
秋
葉

原
（
東
京
都
千
代
田
区
）

▼
第
６
回
　
12
月
15
日
㈯

愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
　
ウ

イ
ン
ク
あ
い
ち
（
名
古
屋
市
中
村

区
）

【
定
員
】
各
１
０
０
人
程
度
（
先

着
順
）

【
参
加
費
（
税
込
）
】

１
万
８
０
０
円

生
き
る
た
め
の
心
の
教
育
セ
ミ
ナ
ー

 

（
ベ
ー
シ
ッ
ク
編
）

第
５
回
・
第
６
回

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
セ
ミ
ナ
ー

自律訓練法実習の様子

　
本
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策

の
基
礎
を
振
り

返
る
と
と
も

に
、
医
師
面
接

の
実
態
と
そ
の

役
割
、
高
ス
ト

レ
ス
者
へ
の
対

応
を
確
認
し
ま

す
。
ま
た
、
職

場
復
帰
の
た
め

の
適
切
な
支

援
、
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
後
の

開催日時・会場(予定)：
東 京 ７月14日㈯ 13：30～ 東京医科歯科大学Ｍ＆Ｄタワー
福 岡 ７月29日㈰ 13：00～ アクロス福岡　国際会議場
大 阪 ８月26日㈰ 14：00～ グランキューブ大阪
名古屋 ９月９日㈰ 14：00～ ウインクあいち
仙 台 10月14日㈰ 10：00～ 河北新報社　本館ホール

内　容： 「こどものてんかん」「大人のてんかん」「女性のてんかん」
「てんかんのメンタルケア」「てんかんの新しい治療法」 など

共　催：神経内科フォーラム
後　援：(公社)日本てんかん協会、本会
協　力： (一社)日本てんかん学会、(一社)日本神経学会
【申 し 込 み】http://www.tenkan-seminar.com/
【問い合わせ】03-6403-4693（平日7：00～9：00／14：00～16：00）

（予定）

てんかんは脳の神経が一時的に過剰に活動して発作症状を繰り返す慢
性の病気で、患者数は全国で約100万人と推定されています。その
70％の方は、適切な治療で発作を抑えて、普通の生活を営んでいま
す。このシンポジウムでは、「てんかん治療」の第一線で活躍する医
師の話を聞き、適切な診断・治療と必要なケアについて学びます。

学校・職場・社会で「てんかん」への
理解を深めるシンポジウム

本会主催以外のセミナーや学会の情報をお届けします！

参加無料

開 催 ご 案 内の

① 「健やか親子21（第2次）」と母子保健情報
の利活用についての研修（全3回）

② 育てにくさを感じる親に寄り添う支援につい
ての研修（全2回）

③ 「子どもの心の診療医」養成研修（全1回）
※有料：5,000円（税込）

④ 不妊・不育相談支援研修（全2回）

⑤
「子育て世代包括支援センター」における妊
産婦等の継続的な状況の把握と支援プラン策
定についての研修（全5回）

⑥ 妊産婦のメンタルヘルスと産後ケア事業に関
する研修（全2回）

⑦ 児童福祉施設給食関係者研修（食育の推進の
ための関係者研修）（全4回）

第22回 松本賞贈呈式
我部山キヨ子氏がスピーチ

全国に先駆け助産師確保対策に従事

厚生労働省
委 託 事 業 母子保健指導者養成研修会

http://www.jfpa.info/boshi/
詳細・申し込みは特設サイトから

http://www.jfpa.info/boshi/
http://www.tenkan-seminar.com/
https://jfpa.jp/seminar/sem/top.php
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2018-019-015
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本
年
度
の
「
指
導
者
の
た

め
の
避
妊
と
性
感
染
症
予
防

セ
ミ
ナ
ー
（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
セ
ミ
ナ

ー
）
」
の
テ
ー
マ
は
、
「
家

庭
・
学
校
・
社
会
で
役
立
つ

最
新
情
報
を
学
ぶ
」
で
す
。

　
「
ア
ス
リ
ー
ト
女
性
へ
の

健
康
支
援
」
「
子
宮
頸
が
ん

と
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
」
「
性

犯
罪
被
害
者
へ
の
医
療
支

援
」
「
性
感
染
症
と
梅
毒
」

と
、
い
ず
れ
も
保
健
医
療
従

事
者
等
の
関
心
が
高
い
四
つ

の
テ
ー
マ
か
ら
、
各
会
場
で

二
つ
ず
つ
取
り
上
げ
ま
す
。

　
去
る
５
月
27
日
、
本
年
度

初
と
な
る
セ
ミ
ナ
ー
が
宮
城

県
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

　
早
期
発
見
で
も
、
が
ん
治

療
後
の
生
活
に
は
少
な
か
ら

ず
影
響
が
あ
る
の
で
、
予
防

で
き
る
意
味
は
大
き
い
こ

と
、
検
診
で
見
つ
け
る
こ
と

が
ほ
ぼ
不
可
能
な
子
宮
頸
部

腺
が
ん
で
苦
し
ま
な
い
た
め

に
ワ
ク
チ
ン
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
、
積
極
的
接
種
勧
奨

が
止
ま
り
、
接
種
が
皆
無
に

近
い
現
状
が
未
来
に
及
ぼ
す

影
響
な
ど
を
、
具
体
的
な
事

例
を
交
え
て
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
女
性
ク
リ
ニ
ッ
クW

e!

　

TOYAM
A

院
長
・
種
部
恭

子
氏
に
よ
る
「
性
犯
罪
被
害

者
へ
の
医
療
支
援
」
で
は
、

性
暴
力
の
種
類
、
性
被
害
と

定
義
す
る
要
件
な
ど
の
基
本

か
ら
、
言
葉
掛
け
、
特
に
最

初
に
被
害
を
開
示
さ
れ
た
人

の
態
度
・
表
情
で
被
害
者
と

の
距
離
が
決
ま
る
、
と
い
っ

た
指
導
者
の
心
得
が
解
説
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
、

近
年
は
薬
物
を
使
用
す
る
事

件
が
多
い
の
で
「
席
を
外
す

と
き
は
飲
み
物
を
飲
み
干
し

て
か
ら
」
「
店
員
さ
ん
か
ら

直
接
受
け
取
っ
た
物
だ
け
口

に
す
る
」
な
ど
具
体
的
な
注

意
点
に
ま
で
話
が
及
び
ま
し

た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
の
該
当

者
が
多
く
参
加
し
て
い
た
こ

を
受
け
、
「
接
種
は
何
科

で
？
」
「
集
団
だ
っ
た
？
」

「
痛
み
は
？
」
「
説
明
は
詳

し
か
っ
た
？
」
な
ど
講
師
の

逆
質
問
が
飛
び
、
そ
の
や
り

と
り
も
ワ
ク
チ
ン
の
重
要
性

を
考
え
る
話
題
提
供
の
場
に

も
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
活
躍
す
る
講
師
陣
が
登
壇

す
る
予
定
で
す
。
詳
細
は
本

国
の
過
去
と
現
在
の
問
題
点

に
焦
点
を
当
て
る
オ
ー
バ
ー

ビ
ュ
ー
の
役
割
。
「
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
場
内
に

響
く
大
声
で
の
あ
い
さ
つ
を

心
待
ち
に
す
る
参
加
者
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
続
い
て
登
壇
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
関
東
病
院
産
婦
人
科

医
長
・
近
藤
一
成
氏
に
よ
る

「
子
宮
頸
が
ん
と
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
」
は
、
「
４
歳
の
子

ど
も
を
残
し
て
36
歳
で
逝
っ

た
女
性
の
存
在
が
、
ワ
ク
チ

ン
開
発
に
関
わ
る
き
っ
か
け

で
し
た
」
と
の
自
己
紹
介
で

始
ま
る
も
の
で
、
患
者
を
診

る
立
場
か
ら
の
説
得
力
あ
る

提
言
で
し
た
。

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

（
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー

部
長
　
杉
村
由
香
理
）

理
事北

村
　
邦
夫

（
代
表
理
事
・
理
事
長
　

再
任
）

三
橋
　
裕
行

（
業
務
執
行
理
事
・
常
務

理
事
　
再
任
）

安
達
　
知
子
（
再
任
）

飯
島
　
美
世
子
（
再
任
）

大
畠
　
利
彦
（
再
任
）

小
野
　
正
恵
（
再
任
）

尾
身
　
茂
（
再
任
）

川
村
　
百
合
（
再
任
）

勝
部
　
ま
ゆ
み
（
新
任
）

辻
村
　
晃
（
新
任
）

山
本
　
詩
子
（
新
任
）

　
１
９
６
４
年
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
、
ア
ジ
ア
地
域

初
、
過
去
最
高
の
出
場
国
数

経
済
発
展
が
期
待
さ
れ
る
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
。

ま
さ
に
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

で
歴
史
に
残
る
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
し
た
い
も
の
だ
。

　
私
も
、
世
界
の
ア
ス
リ
ー

ト
の
活
躍
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
楽
し
め
る
と
思
う
と
今
か

ら
わ
く
わ
く
す
る
。
オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
と
い
う
こ
と
で
、

健
康
分
野
か
ら
20
年
に
向
け

て
の
受
動
喫
煙
問
題
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

◆
健
康
に
中
庸
は
必
要
か

　
18
年
３
月
、
政
府
は
受
動

喫
煙
対
策
を
強
化
す
る
健
康

増
進
法
改
正
（
案
）
を
閣
議

決
定
、
６
月
27
日
に
は
、
開

催
地
東
京
都
独
自
の
受
動
喫

煙
防
止
条
例
が
成
立
し
、

「
た
ば
こ
の
な
い
五
輪
」
に

向
け
や
っ
と
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
た
ど
り
着
い
た
。
し
か

し
、
世
界
の
保
健
医
療
を
牽け

ん

引い
ん

す
る
日
本
が
、
あ
の
飲
食

店
は
「
禁
煙
」
、
こ
の
飲
食

店
は
「
喫
煙
可
」
な
ど
と
中

途
半
端
な
政
策
を
と
っ
て
良

い
の
だ
ろ
う
か
？
　
子
ど
も

増
進
に
害
を
及
ぼ
す
行
為
に

は
、
中
庸
（
考
え
方
・
行
動

な
ど
が
一
つ
の
立
場
に
偏
ら

な
い
こ
と
）
は
必
要
な
い
。

　
目
の
前
の
幸
福
感
と
将
来

の
健
康
の
ど
ち
ら
を
選
択
す

る
か
と
問
わ
れ
た
ら
、
迷
わ

ず
〝
将
来
〞
と
答
え
ら
れ
る

健
康
支
援
お
よ
び
社
会
環
境

で
開
催
さ
れ
た
。
全
世
界
か

ら
選
手
・
観
客
ら
を
迎
え
る

た
め
、
道
路
・
鉄
道
整
備
な

ど
都
市
開
発
が
行
わ
れ
、
戦

後
の
日
本
が
国
際
社
会
の
中

心
に
復
帰
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
大
会
だ
。

　
２
０
２
０
年
に
は
、
完
全

自
動
運
転
、
多
言
語
翻
訳
機

能
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
エ
ス
コ

ー
ト
、
新
・

臨
場
体
験
映

像
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
観

賞
、
先
端
技

術
で
強
化
さ

れ
る
警
備
な

ど
、
わ
が
国

の
さ
ら
な
る

健
康
を
意
識
で
き
る

 

環
境
づ
く
り
が
人
々
の
健
康
を
守
る

か
ら
大
人
、
さ
ら
に
訪
日
客

に
と
っ
て
も
「
室
内
禁
煙
」

と
す
る
の
が
明
解
で
あ
り
、

国
際
的
に
も
健
康
分
野
先
進

国
と
し
て
胸
を
張
れ
る
。

　
今
、
医
療
財
政
は
危
機
的

状
態
だ
。
長
期
的
な
視
点
に

基
づ
く
変
革
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
他
人
の
健
康
維
持
・

の
構
築
が
重
要
だ
。

◆
推
定
無
罪
？

　
新
た
な
受
動
喫
煙
問
題

は
、
加
熱
式
た
ば
こ
だ
。
メ

ー
カ
ー
は
「
有
害
性
成
分
は

紙
巻
き
た
ば
こ
に
比
べ
90
％

低
減
」
「
煙
が
出
な
い
の
で

部
屋
を
汚
さ
な
い
」
な
ど
と

健
康
へ
の
リ
ス
ク
の
少
な
さ

や
副
流
煙
が
生
じ
な
い
こ
と

を
強
調
し
て
い
る
。

　
日
本
医
療
政
策
機
構
「
２

０
１
７
年
日
本
の
医
療
に
関

す
る
世
論
調
査（
第
二
版
）」

で
は
、
「
電
気
加
熱
式
た
ば

こ
に
関
し
て
は
、
健
康
へ
の

影
響
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

な
く
て
も
、
で
き
る
だ
け
早

く
受
動
喫
煙
対
策
の
対
象
と

す
る
べ
き
」
と
の
回
答
が

65
・
７
％
と
最
も
多
い
。

　
近
年
、
行
政
が
政
策
立
案

す
る
際
に
は
科
学
的
根
拠
が

重
視
さ
れ
て
い
る
。
都
の
受

動
喫
煙
防
止
条
例
で
も
、

「
加
熱
式
た
ば
こ
は
規
制
対

象
。
た
だ
し
、
健
康
影
響
が

明
ら
か
に
な
る
ま
で
の
間
、

行
政
処
分
や
罰
則
は
適
用
し

な
い
」と
な
っ
て
い
る
。

　
だ
が
、
将
来
の
健
康
問
題

（
医
療
経
済
）
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る

受
動
喫
煙
対
策
に
、
ど
こ
ま

で
科
学
的
根
拠
を
求
め
る
必

要
が
あ
る
の
か
。

　
健
康
問
題
に
「
推
定
無

罪
」
を
適
用
し
て
は
な
ら
な

い
。
行
政
首
長
の
〝
英
断
〞

を
期
待
す
る
。

◆
行
動
経
済
学
と
健
康
教
育

　
先
述
の
調
査
で
は
、
受
動

喫
煙
を
「
知
ら
な
い
」
「
言

葉
は
知
っ
て
い
る
が
意
味
は

よ
く
知
ら
な
い
」
と
答
え
た

割
合
が
21
％
だ
っ
た
。
20
年

に
向
け
メ
デ
ィ
ア
で
大
々
的

に
話
題
に
な
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
だ
。

　
健
康
支
援
で
の
大
き
な
壁

が
行
動
変
容
だ
。
私
た
ち
の

周
り
に
は
不
健
康
へ
の
誘
惑

だ
ら
け
。
た
ば
こ
、
酒
、
食

べ
物
と
、
好
き
な
も
の
を
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
買
え
る
。

目
の
前
の
誘
惑
に
私
た
ち
は

勝
て
な
い
。
医
療
経
済
が
破

綻
の
危
機
に
あ
る
今
、
こ
の

よ
う
な
環
境
で
良
い
の
か
。

　
健
康
を
意
識
で
き
る
環
境

を
構
築
し
、
そ
の
中
で
健
康

を
〝
感
じ
さ
せ
る
〞
社
会
の

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
だ
。

そ
し
て
受
動
喫
煙
を
知
ら
な

い
21
％
の
人
に
ど
う
伝
え
、

支
援
す
る
か
が
20
年
に
向
け

た
私
た
ち
の
重
要
課
題
だ
。

（
本
会
常
務
理
事

 

　
三
橋
裕
行
）

た
。

　
北
村
邦
夫
本

会
理
事
長
に
よ

る
「
脅
か
さ
れ

て
き
た
（
い

る
）
日
本
人
女

性
の
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ

ル
ス
／
ラ
イ

ツ
」
は
、
わ
が

＊都合により開催が中止または、受講料・内容等が変更となる場合がございます。あらかじめご了承ください。

セミナー名 開催地 開催日 受講料(税込)

第5・6回
メンタルヘルスセミナー

東京 7月21日㈯
各10,800円

愛知 12月15日㈯
第103回受胎調節実地指導員認
定講習会 東京 7月23㈪

～27日㈮
54,000円 ※資格認定を受けな

い場合、41,580円

第33・34回栄養指導を結果につ
なげるセミナー

東京 7月28日㈯
10,800円+テキスト代3,240円

愛知 8月26日㈰
第15回生きるための心の教育セ
ミナー（ベーシック編） 東京 8月4日㈯ 10,800円

思春期保健相談士は8,640円
第9回
睡眠保健指導セミナー 東京 8月5日㈰ 10,800円

＋テキスト代3,240円
第81回思春期保健セミナーコー
スⅠ（総論編） 東京

9月15日㈯～
17日(月･祝)

32,400円
思春期保健相談士は16,200円

第82回思春期保健セミナーコー
スⅠ（総論編）　※中継 大阪

各21,600円
思春期保健相談士は16,200円第83回思春期保健セミナーコー

スⅠ（総論編）　※中継 福岡

第3回
データヘルス支援セミナー 東京 9月21日㈮ 10,800円

今後の主なセミナー開催予定表

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
効
果
的
・

効
率
的
な
保
健
事
業
の
遂
行
の
た

め
の
「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を
確

実
に
策
定
す
る
こ
と
」
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
考
え
を
深
め
る
軸
と

し
て
、
国
保
の
特
定
健
診
受
診
率

向
上
に
成
功
し
た
自
治
体
の
事
例

を
紹
介
し
ま
す
。

　
事
例
と
比
し
て
自
ら
の
自
治
体

の
計
画
の
現
状
と
課
題
を
具
体
的

に
振
り
返
り
、
計
画
策
定
の
ヒ
ン

ト
を
参
加
者
同
士
で
共
有
で
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
保
健
指
導
計
画

に
役
立
つ
こ
と
間
違
い
な
し
で

す
。

【
開
催
日
】
９
月
21
日
㈮

【
会
場
】
家
の
光
会
館
７
階
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
（
東
京
都
新

宿
区
）

【
受
講
料
（
税
込
）
】

１
万
８
０
０
円

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

茨
木
市
）

第
③
部
＝
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（
な
ぜ
受
診
率
は
上
が
ら
な
い

か
・
受
診
率
を
上
げ
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
）

【
講
師
】
岡
山
明
（
合
同
会
社
生

活
習
慣
病
予
防
研
究
セ
ン
タ
ー
代

表
）

【
事
例
紹
介
】
二
戸
市
、
茨
木
市

【
対
象
】
行
政
・
市
区
町
村
・
国

保
連
合
会
担
当
者
（
医
師
・
保
健

師
・
事
務
担
当
な
ど
）

【
定
員
】
１
０
０
人
程
度
（
先
着

順
）

※
特
典
と
し
て
、
本
セ
ミ
ナ
ー
を

受
講
し
た
方
全
員
に
岡
山
氏
の
著

書
「
基
礎
か
ら
わ
か
る
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
」（
写
真
・
２
７
０
０
円

相
当
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

〜
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
お
け
る
特
定
健
診
受
診
率
向
上
策
〜

国
保
の
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
成
功
事
例
か
ら
ひ
も
と
く

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
支
援
セ
ミ
ナ
ー

第
①
部
＝
保
健
事
業

の
質
を
ど
う
高
め
る

か
（
特
定
健
診
・
特

定
保
健
指
導
・
重
症

化
予
防
事
業
）

第
②
部
＝
受
診
率
向

上
の
取
り
組
み
〜
事

例
紹
介
（
二
戸
市
、

スマホからはこちら！

TEL：03-3269-4785
WEB申し込みできます

本会HPでは、各セミナーの詳細や紙面でご紹介できなかったセミナーがご覧いただけます
本会主催セミナーのお問い合わせは

JFPA　セミナー 検索

COMPASS

「ＨＰＶワクチン接種済み」
の問い掛けに挙手する参加者

指
導
者
の
た
め
の
避
妊
と
性
感
染
症

予
防
セ
ミ
ナ
ー（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
セ
ミ
ナ
ー
）

本年度

仙
台
市
か
ら
ス
タ
ー
ト

本
会
人
事

https://jfpa.jp/seminar/sem/top.php
https://jfpa.jp/seminar/sem/seminar.php?sid=2018-039-003
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■
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
虐
待

　
「
女
性
は
誰
で
あ
っ
て
も

暴
力
や
虐
待
か
ら
身
を
守

り
、
安
心
で
自
由
に
生
き
る

権
利
が
あ
る
…
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
米
国
人
女
性
の
４

人
に
１
人
が
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
暴
力
を
受
け
て
い
ま
す
。

家
庭
内
暴
力
や
虐
待
、
性
暴

　
「
知
ら
な
い
の
は
愚
か
、

知
ら
せ
な
い
の
は
罪
」
。
緊

急
避
妊
の
大
切
さ
を
表
す
言

葉
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
ま
す

が
、
相
談
を
横
で
聞
き
な
が

ら
、
私
は
緊
急
避
妊
に
限
っ

た
こ
と
で
は
な
い
と
常
々
感

じ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
無
月
経
。
楽
で
い

い
と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
い
ま

す
が
、
何
の
対
処
も
せ
ず
数

か
月
放
置
す
る
と
周
期
的
な

排
卵
が
滞
る
こ
と
に
な
り
、

回
復
に
相
当
時
間
を
要
す
る

こ
と
に
気
付
く
の
は
、
治
療

が
始
ま
っ
て
か
ら
の
ケ
ー
ス

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
痩
せ
願
望
や
ス
ポ
ー
ツ
に

よ
る
過
度
な
減
量
が
無
月
経

を
引
き
起
こ
し
、
体
重
を
戻

す
だ
け
で
は
な
か
な
か
治
ら

な
い
こ
と
も
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
誌
や
、
運
動
場
で
は
話
題

に
上
り
ま
せ
ん
。

　
ご
自
身
の
月
経
周
期
を
把

握
し
て
い
ま
す
か
？
　
○
○

日
型
と
思
い
込
ん
で
は
い
な

い
で
し
ょ
う
か
。
数
え
方
と

正
常
範
囲
を
知
っ
て
い
れ
ば
、

体
か
ら
の
サ
イ
ン
に
早
め
に

気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
生
理
痛
を
低
用
量
経
口
避

妊
薬
（
Ｏ
Ｃ
）
や
Ｌ
Ｅ
Ｐ
剤

で
緩
和
で
き
る
こ
と
は
だ
い

ぶ
周
知
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
痛
み
が
子
宮
内
膜
症
予

備
軍
の
可
能
性
も
あ
る
こ
と

を
侮
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

痛
み
止
め
だ
け
で
毎
月
や
り

過
ご
し
て
い
る
よ
う
な
ら
、

婦
人
科
で
の
受
診
を
お
勧
め

し
ま
す
。
実
は
、
子
宮
内
膜

症
は
不
妊
で
悩
む
方
の
多
く

が
経
験
し
て
い
る
こ
と
で
も

あ
る
の
で
す
。

　
「
生
理
」
は
「
排
卵
」
の

結
果
と
い
う
事
実
を
理
解
し

て
い
れ
ば
、
よ
く
耳
に
す
る

力
な
ど
ど
の
よ
う
な
形
で
あ

っ
て
も
、
被
害
者
の
女
性
は

長
期
に
わ
た
っ
て
身
体
的
・

精
神
的
悪
影
響
を
受
け
ま

す
。
も
し
そ
う
い
う
経
験
を

し
た
な
ら
ヘ
ル
プ
を
求
め
て

く
だ
さ
い
。
あ
な
た
が
悪
い

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　
米
国
健
康
福
祉
省
ウ
ィ
メ

ン
ズ
ヘ
ル
ス
局
は
、
こ
の
よ

う
な
書
き
出
し
で
、
今
あ
ら

た
め
て
虐
待
問
題
の
認
知
を

向
上
さ
せ
る
啓
発
用
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
公
開
し
ま
し
た
。

　
「
私
が
い
ま
受
け
て
い
る

被
害
は
虐
待
な
の
？
」
「
も

し
そ
う
だ
っ
た
ら
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
？
」「
そ
れ
が
性
暴

力
や
レ
イ
プ
だ
っ
た
ら
？
」

「
被
害
に
遭
っ
た
私
の
身
体

や
心
は
ど
う
な
る
？
」
の
四

つ
の
Ｑ
＆
Ａ
で
解
説
す
る
と

い
う
内
容
で
す
。

　
「
虐
待
と
は
何
？
」「
そ
の

兆
候
は
？
」
と
い
う
問
い
に

対
し
、
そ
の
時
の
状
況
（
ど

こ
で
、誰
と
、何
を
し
た
か
）

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
記
録
す

る
。
嫉
妬
や
強
要
、
他
人
の

面
前
で
の
辱

は
ず
か
しめ
、
身
体
へ
の

暴
力
行
為
（
愛
す
る
家
族
も

含
め
て
）、性
行
為
の
強
要
な

ど
、
全
て
が
虐
待
の
「
徴

し
る
し
」

と
な
る
、
な
ど
が
解
答
と
し

て
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
性
暴
力
や
レ
イ
プ
の
影
響

た
後
の
相
手
か
ら
の
仕
返
し

に
対
す
る
恐
怖
、
裁
判
の
シ

ス
テ
ム
が
味
方
し
な
い
、
あ

る
い
は
信
じ
て
も
ら
え
な
い

な
ど
の
不
安
か
ら
、
被
害
に

遭
っ
た
こ
と
を
隠
し
て
し
ま

う
女
性
が
多
い
の
も
問
題
で

あ
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

参
考

Relationships, Safety, 
and Violence. Office on 
W
om
en’s Health.

■ 

放
置
す
る
と
長
く
続
く

症
状

　
サ
イ
バ
ー
ブ
リ
イ
ン
グ
の

被
害
（
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
い

じ
め
）、家
族
の
理
解
が
な
い

調
査
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
と

こ
ろ
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
生
徒

（
約
２
０
０
人
）
は
そ
の
他

の
生
徒
に
比
べ
て
持
続
す
る

抑
う
つ
症
状
を
有
す
る
割
合

が
高
く
、
卒
業
後
も
少
な
く

と
も
３
年
間
、
場
合
に
よ
っ

て
は
大
人
に
な
る
ま
で
症
状

が
続
い
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
の
生
徒
が
サ
イ
バ
ー
ブ
リ

イ
ン
グ
に
遭
っ
た
こ
と
が
あ

る
割
合
は
全
体
の
32
％
、
家

庭
の
不
満
を
持
つ
割
合
は
40

％
と
、
い
ず
れ
も
他
の
生
徒

に
比
べ
て
約
２
倍
。
さ
ら

に
、
必
要
な
医
療
ケ
ア
を
自

分
は
受
け
て
い
な
い
と
思
う

割
合
も
30
％
と
、
他
の
生
徒

の
17
％
に
比
べ
２
倍
近
く
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ラ
ド
州
内
で
も
、
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
対
象
と
し
た
調
査

が
行
わ
れ
て
お
り
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
の
生
徒
が
サ
イ
バ
ー
ブ
リ

イ
ン
グ
に
遭
っ
た
割
合
は
36

％（
そ
の
他
の
生
徒
６
％
）、

自
殺
を
考
え
た
こ
と
が
あ
る

割
合
は
46
％
（
そ
の
他
の
生

徒
14
％
）
と
大
き
な
差
が
あ

り
、
医
師
に
相
談
し
た
割
合

も
低
い
と
い
う
結
果
が
得
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｄ
研
究
員
の
ジ

ェ
レ
ミ
ー
・
ル
ッ
ク
氏
の
説

明
で
は
、
サ
イ
バ
ー
ブ
リ
イ

ン
グ
は
執し

つ

拗よ
う

に
続
き
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し

な
い
家
庭
で
不
満
が
た
ま

り
、
こ
れ
ら
の
影
響
で
抑
う

つ
症
状
が
続
く
。
医
師
に
相

談
し
た
い
が
、
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

で
あ
る
自
分
を
理
解
し
て
く

れ
る
環
境
で
ケ
ア
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
？
」
と

い
う
不
安
感
か
ら
受
診
を
た

め
ら
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

参
考

Luk JW
.Pediatrics.2018 

Apr.

■
ツ
イ
ッ
タ
ー
か
ら
の
調
査

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
普
及

に
は
、
医
療
側
の
推
奨
に
加

え
て
当
事
者
の
親
の
理
解
が

不
可
欠
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ
ア
の
広
が
り
で
親
が
医

療
や
病
気
の
情
報
を
入
手
す

る
場
が
こ
れ
ら
メ
デ
ィ
ア
に

シ
フ
ト
し
て
お
り
、
ま
た
医

療
関
係
者
も
こ
れ
を
通
じ
て

情
報
交
換
す
る
頻
度
が
急
増

し
て
い
ま
す
。

　
米
国
ド
レ
キ
セ
ル
大
学
公

衆
衛
生
学
部
の
研
究
グ
ル
ー

プ
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
ワ
ク
チ

ン
の
普
及
に
も
っ
と
活
用
す

る
べ
き
だ
と
考
え
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
の
デ
ー
タ
（
ツ
イ
ッ
タ

ー
・
サ
ー
チ
Ａ
Ｐ
Ｉ
、
２
０

１
４
〜
15
、
英
文
の
み
）
か

ら
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
関
連

す
る
ツ
イ
ー
ト
を
検
索
。
こ

れ
ら
を
医
療
従
事
者
か
ら
発

信
さ
れ
た
も
の
、
親
・
家
族

に
宛
て
た
も
の
、
医
療
従
事

者
か
ら
親
・
家
族
に
宛
て
た

も
の
の
３
種
類
に
分
類
し
た

上
で
、
ツ
イ
ー
ト
件
数
の
突

出
（
ス
パ
イ
ク
）
と
そ
の
前

後
３
日
間
に
起
き
た
ニ
ュ
ー

ス
（
報
道
、
イ
ベ
ン
ト
、
研

究
発
表
な
ど
）
を
分
析
、
さ

ら
に
、
リ
ツ
イ
ー
ト
率
を
調

査
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
医
療
側
発
信

の
ス
パ
イ
ク
は
４
月
10
〜
16

日
に
あ
り
、
延
べ
８
５
１
件

（
コ
ス
タ
リ
カ
臨
床
試
験
の

結
果
ラ
ン
セ
ッ
ト
、
男
児
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
有
用
性
Ｂ
Ｍ

Ｊ
な
ど
が
発
表
さ
れ
た
）
、

こ
の
内
、
リ
ツ
イ
ー
ト
は
50

％
で
し
た
。
親
・
家
族
宛
て

の
ス
パ
イ
ク
は
２
月
１
〜
７

日
で
、
延
べ
１
０
４
３
件

（
が
ん
対
策
月
間
、
子
宮
頸

が
ん
を
知
る
日
な
ど
が
あ

に
は
、
望
ま
な
い
妊
娠
、
性

器
の
出
血
や
痛
み
、
性
感
染

症
な
ど
の
他
、
ス
ト
レ
ス
や

不
眠
、
悪
夢
、
さ
ら
に
長
期

の
影
響
に
は
心
的
外
傷
後
ス

ト
レ
ス
障
害（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）、

抑
う
つ
、
不
安
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
に
よ
る
虐
待

に
関
す
る
詳
し
い
報
告
は
昨

年
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
が

（
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｖ
Ｓ
　
２
０
１
０

〜
12
ス
テ
ー
ト
レ
ポ
ー
ト
）、

そ
こ
に
は
暴
力
・
虐
待
の
明

確
な
社
会
規
範
の
確
立
と
そ

れ
を
周
知
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
だ
が
、
「
傍
観
者
」
が
抑

止
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と

が
必
要
だ
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
他
、
被
害
女
性
の
中

に
あ
る
羞
恥
心
、
表
に
出
し

る
）
、
リ
ツ
イ
ー
ト
は
97

％
。
医
療
側
か
ら
親
・
家
族

宛
て
の
ス
パ
イ
ク
は
１
月
19

〜
25
日
で
、
延
べ
89
件
（
１

月
は
子
宮
頸
が
ん
啓
発
月

間
）
、
リ
ツ
イ
ー
ト
は
90
％

で
し
た
。

　
ス
パ
イ
ク
の
内
容
を
見
る

と
、
肯
定
的
な
も
の
は
そ
れ

ぞ
れ
67
％
、
47
％
、
36
％

で
、
否
定
的
な
も
の
は
12

％
、
19
％
、
５
％
で
し
た
。

１
年
間
の
ツ
イ
ー
ト
・
リ
ツ

イ
ー
ト
全
体
の
51
％
は
情
報

提
供
、
47
％
は
個
人
の
意
見

や
経
験
、
２
％
は
ジ
ョ
ー
ク

と
パ
ロ
デ
ィ
ー
で
し
た
。
ワ

ク
チ
ン
の
副
作
用
に
関
す
る

も
の
は
全
体
の
22
％
で
す
。

医
療
従
事
者
の
投
稿
で
最
も

多
か
っ
た
の
は
全
体
の
62
％

で
、
男
子
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
関
す
る
も
の
で
し
た
。

参
考

M
assey PM

.Preventing 
Chronic Disease. Vol 
15, E26 2018.

「
生
理
が
終
わ
っ
た
日
か
ら

ら
何
日
目
だ
か
ら
危
険
（
あ

る
い
は
安
全
）
」
と
い
う
発

想
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
学
ん

で
み
る
と
、
避
妊
は
思
う
ほ

ど
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
の

で
す
。
Ｏ
Ｃ
の
服
用
な
ど
で

自
信
と
安
心
を
享
受
し
て
い

な
い
」
と
い
う
彼
の
一
言
か

ら
始
ま
っ
た
診
察
室
で
の
大

ゲ
ン
カ
。「
知
ら
な
い
こ
と
」

が
巻
き
起
こ
し
た
残
念
な
ト

ラ
ブ
ル
で
す
。
残
念
と
言
え

ば
、
中
絶
に
は
法
律
で
認
め

ら
れ
て
い
る
期
限
が
あ
る
こ

と
を
知
ら
ず
、
出
産
し
か
選

択
肢
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
正
し
い
情
報
に
触
れ
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
11
月
に
な
る

と
受
験
生
が
、
修
学
旅
行
シ

ー
ズ
ン
に
は
小
学
生
や
中
学

生
も
生
理
日
を
移
動
さ
せ
る

た
め
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
や
っ

て
来
る
の
で
す
。

　
こ
の
差
は
ど
こ
に
あ
る
の

で
し
ょ
う
。
そ
の
気
に
な
れ

ば
、
医
学
専
門
書
も
の
ぞ
き

込
め
る
時
代
で
す
。
や
は
り

日
頃
か
ら
、
大
事
な
事
柄
に

つ
い
て
や
や
前
の
め
り
と
言

わ
れ
る
く
ら
い
積
極
的
に
教

え
る
こ
と
は
、
指
導
者
の
責

務
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
精
通
を
病
気
だ
と
思
い
悩

ん
だ
小
学
生
、
抗
生
剤
服
用

後
に
起
こ
っ
た
外
陰
部
の
痒か

ゆ

み
を
、
親
に
言
い
出
せ
な
か

っ
た
中
学
生
。
電
話
相
談
を

し
て
く
れ
た
こ
と
で
、
一
気

に
心
が
晴
れ
ま
し
た
。
「
包

茎
ゆ
え
に
、
彼
女
が
で
き
な

い
」大
学
生
、「
マ
ス
タ
ー
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
し
過
ぎ
で
成
績

が
悪
い
」
と
本
気
で
悩
む
高

校
生
。
時
に
北
村
所
長
に
交

代
し
「
僕
、
仮
性
包
茎
だ
け

ど
子
ど
も
５
人
」「
一
晩
に
７

回
し
た
け
ど
医
学
部
合
格
、

大
い
に
お
や
り
」
と
激
励
し

て
も
ら
い
ま
す
。
ア
ナ
ロ
グ

時
代
に
は
経
験
豊
か
な
先
輩

や
ら
、
情
報
通
の
友
人
や
ら

と
ワ
イ
ワ
イ
大
ら
か
に
、
時

に
こ
っ
そ
り
と
、
日
常
的
に

こ
ん
な
会
話
が
で
き
て
い
た

る
方
が
い
る
反
面
、
腟
外
射

精
や
コ
ン
ド
ー
ム
を
途
中
か

ら
装
着
す
る
な
ど
不
確
実
な

避
妊
の
た
め
に
、
毎
月
の
生

理
を
不
安
な
思
い
で
待
つ
女

性
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
妊
娠
週
数
を
性
交
の
日
か

ら
数
え
て
「
父
親
は
僕
じ
ゃ

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

情
報
が
多
過
ぎ
て
正
し
い
も

の
が
選
べ
な
い
今
こ
そ
、
私

た
ち
の
出
番
な
の
で
す
。

（
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー

部
長
　
杉
村
由
香
理
）

と
い
う
不
満
、
医
療
ケ
ア
を

受
け
な
い
こ
と
の
三
つ
は
、

青
少
年
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
レ
ズ
ビ

ア
ン
、
ゲ
イ
、
バ
イ
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー
）
の
慢
性
的
な
抑
う
つ

症
状
の
主
要
な
原
因
で
あ
る

と
、
米
国
立
小
児
保
健
発
達

研
究
所（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｄ
）の
研

究
者
ら
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
研
究
グ
ル
ー
プ
が
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｔ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
ル

ス
研
究
（
２
０
０
９
〜
16
）

と
い
う
約
２
４
０
０
人
の
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
の
男
女
生
徒
の
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図１　 葉酸400㎍分の食品例

す
。
葉
酸
が
足
り
な
い
と
、

受
胎
か
ら
１
か
月
前
後
に
で

き
る
胎
児
の
神
経
管
に
障
害

が
起
こ
り
、
二
分
脊
椎
症
や

無
脳
症
、
髄ず

い

膜ま
く

瘤り
ゅ
うを
発
症
す

　
海
外
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
増
え
、
妊
産
婦
を

取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
て

い
く
中
で
、
医
療
従
事
者
の

意
識
・
考
え
方
に
も
注
目
す

べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
こ
の
科
に
出
入
り
す
る
医

学
生
や
研
修
医
に
も
、
外
国

人
や
帰
国
子
女
が
い
ま
す
。

最
近
、
産
婦
人
科
の
実
習
に

来
た
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
学
生

と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
な

り
ま
し
た
。
お
産
の
と
き
に

パ
ー
ト
ナ
ー
は
立
ち
会
う
か

と
い
う
話
を
し
た
の
で
す

が
、
オ
ラ
ン
ダ
人
と
米
国
か

ら
帰
国
し
た
日
本
人
、
そ
し

て
日
本
で
育
っ
た
日
本
人
の

　
５
〜
６
年
前
の
こ
と
で
す

が
、
米
国
に
い
る
私
の
ボ
ス

が
日
本
に
来
た
と
き
に
「
産

婦
人
科
で
は
女
性
医
師
が
ど

ん
ど
ん
増
え
て
い
て
、
出
産

や
子
育
て
な
ど
、
そ
こ
で
発

生
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

ど
う
す
る
か
、
み
た
い
な
こ

と
が
学
会
で
議
論
さ
れ
て
い

ま
す
」と
伝
え
ま
し
た
。と
こ

ろ
が
、
そ
の
話
を
し
た
途
端

に
す
ご
く
怒
ら
れ
た
の
で

す
。

　
「
女
性
医
師
と
言
っ
た
瞬

間
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
だ
か

ら
、
俺
の
前
で
は
言
っ
て
も

　
私
が
産
婦
人
科
医
に
な
っ

た
理
由
の
一
つ
に
、
人
口
の

半
分
以
上
が
女
性
な
ん
だ
か

ら
、
世
の
中
を
変
え
る
の
だ

っ
た
ら
女
性
だ
ろ
う
、
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
で

も
日
本
は
全
然
変
わ
ら
な
い

で
す
ね
。

　
現
在
の
政
治
を
見
て
い
て

も
そ
う
で
す
。
例
え
ば
、
北

欧
諸
国
は
、
国
会
議
員
に
占

め
る
女
性
の
割
合
が
約
４
割

で
、
官
庁
や
企
業
で
も
多
く

の
女
性
が
高
い
地
位
に
い
る

よ
う
で
す
が
、
そ
う
な
る
と

社
会
の
シ
ス
テ
ム
は
、
当
然

そ
れ
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
で
も
日
本
で

は
、
教
授
会
を
見
て
も
女
性

は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
し
、
国

会
議
員
も
、
官
僚
の
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
も
、
ほ
と
ん
ど
が
男

性
で
す
。

　
例
の
財
務
省
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
話
の
と
き
に
も
思
い

ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
立

場
の
人
た
ち
に
も
う
少
し
女

性
が
い
れ
ば
、
普
段
か
ら
女

性
と
接
す
る
と
き
の
感
覚
や

態
度
が
違
っ
て
く
る
で
し
ょ

う
。

　
日
本
人
は
、
何
事
も
受
け

は
な
く
、
異
質
な
も
の
は
隠

し
て
し
ま
う
、
み
た
い
な
雰

囲
気
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら

障
害
児
や
障
害
者
が
見
え
づ

ら
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　
妊
娠
を
考
え
始
め
た
ら
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
を

心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
妊
娠
前
か
ら
妊
娠
中
は

特
に
鉄
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
そ

し
て
葉
酸
が
不
足
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

　
鉄
は
主
に
赤
血
球
を
作
る

の
に
必
要
な
栄
養
素
で
、
妊

娠
中
は
胎
児
の
分
も
含
め

て
、
通
常
の
２
倍
の
量
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
鉄
を
多
く

含
む
食
品
は
、
貝
類
、
レ
バ

ー
、
豆
類
な
ど
で
す
。

　
カ
ル
シ
ウ
ム
は
骨
や
歯
を

作
る
の
に
大
切
な
栄
養
素
で

す
が
、
成
人
日
本
人
の
平
均

摂
取
量
は
国
の
推
奨
量
を
下

回
っ
て
い
る
の
で
、
妊
娠
を

計
画
し
た
と
き
か
ら
意
識
的

に
と
る
べ
き
で
す
。
カ
ル
シ

ウ
ム
は
、乳
製
品
は
も
ち
ろ

ん
、魚
介
類
、
大
豆
製
品
に

　
葉
酸
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
普

及
も
そ
う
で
す
が
、
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
全
般
に
つ
い

て
、
保
健
師
や
助
産
師
な
ど

看
護
職
に
よ
る
保
健
指
導
や

啓
発
活
動
・
教
育
は
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
日
本
は
予
防

医
療
が
な
か
な
か
進
み
ま
せ

ん
。
高
価
な
抗
が
ん
剤
は
た

く
さ
ん
あ
る
し
、
長
寿
の
方

の
遺
伝
子
を
調
べ
て
、
さ
ら

に
長
寿
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
も

大
事
で
し
ょ
う
が
、
将
来
の

あ
る
子
ど
も
の
病
気
を
予
防

す
る
こ
と
に
も
っ
と
力
を
入

れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
予
防
と
相
ま
っ

て
、
生
ま
れ
て
き
た
子
ど
も

に
対
す
る
ケ
ア
も
大
事
で

す
。
何
か
し
ら
の
障
害
を
持

っ
た
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た

場
合
、
社
会
で
温
か
く
見
守

っ
て
育
て
る
と
い
う
方
向
で

　
前
号
に
続
き
、
慶
應
義
塾
大
学
の
田
中
守
氏
の
お
話
を
お
伝
え
し
ま
す
。
妊
娠
の

前
後
に
必
要
な
栄
養
や
医
療
従
事
者
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

（
編
集
部
）
※
前
編
は
本
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
中

　
で
も
、
み
ん
な
違
っ
て
み

ん
な
い
い
、
と
い
う
感
じ

で
、
も
っ
と
普
通
に
街
で
出

会
っ
た
り
し
て
、
社
会
に
溶

け
込
ん
で
い
る
と
い
い
し
、

そ
う
い
う
人
た
ち
へ
の
優
し

い
ま
な
ざ
し
は
、
皆
が
持
つ

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
優
し

い
心
や
ま
な
ざ
し
が
あ
っ
て

初
め
て
、
障
害
に
関
わ
る
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
な
ど
が

行
わ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
昔
か
ら
ず
っ
と
違
和
感
が

あ
る
の
は
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
検
査
に
伴
う
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
で
す
。
例
え
ば
、
ダ
ウ

ン
症
な
ど
の
染
色
体
異
常
の

出
生
前
診
断
、
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
も
そ
う
で
す
が
、

米
国
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で

は
、「
こ
の
子
を
産
ん
だ
場
合

は
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
な
り

ま
す
よ
。
一
方
、
中
絶
し
た

ら
こ
う
な
り
ま
す
よ
」
と
い

う
話
が
あ
る
の
で
す
が
、
日

本
の
場
合
は
、
産
ん
だ
後
の

具
体
的
な
道
筋
を
お
伝
え
す

る
と
こ
ろ
が
諸
外
国
に
比
べ

て
弱
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
お
母
さ
ん
が
ご
心
配
な
の

は
、
自
分
の
子
が
障
害
を
抱

え
て
生
ま
れ
た
と
き
に
、
本

当
に
育
て
ら
れ
る
か
と
い
う

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
う

い
う
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
か
、
保
育
は
、
学

校
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ

る
の
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が

ご
心
配
だ
と
思
う
の
で
す

が
、カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
、

そ
う
い
っ
た
話
が
少
な
い
。

　
ダ
ウ
ン
症
の
お
子
さ
ん
は

心
臓
の
病
気
を
合
併
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
と
い
っ
た
医

学
的
な
話
や
、
平
均
寿
命
は

何
歳
で
、
Ｉ
Ｑ
は
い
く
つ
く

ら
い
、
と
い
っ
た
話
は
し
ま

す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
育
児
の

場
面
に
お
け
る
具
体
的
な
支

援
の
話
が
な
い
と
不
十
分
の

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
う

い
う
話
が
な
い
と
ど
う
し
て

も
中
絶
寄
り
に
な
り
や
す
い

の
で
は
な
い
か
、
と
ず
っ
と

前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
ま

す
。

も
比
較
的
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
葉
酸
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群

の
一
種
で
す
。
葉
酸
を
多
く

含
む
食
品
は
、
ほ
う
れ
ん
そ

う
な
ど
緑
色
の
葉
野
菜
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
、
枝
豆
、
レ
バ
ー
な
ど
で

す
。
平
成
24
年
国
民
健
康
・

栄
養
調
査
に
よ
る
と
、
妊
婦

の
１
日
の
平
均
葉
酸
摂
取
量

は
、
２
３
０
㍃
㌘
で
し
た
。

妊
娠
の
計
画
・
可
能
性
が
あ

る
女
性
は
、
普
段
の
食
事
以

外
に
１
日
４
０
０
㍃
㌘
の
葉

酸
を
と
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

こ
の
量
を
食
べ
物
だ
け
か
ら

と
る
の
は
な
か
な
か
大
変

で
、
ほ
う
れ
ん
そ
う
の
お
ひ

た
し
で
約
４
皿
（
１
皿
１
０

０
㌘
換
算
）
、
生
キ
ャ
ベ
ツ

な
ら
２
分
の
１
個
に
も
な
り

る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
日
本
で
は
、

神
経
管
の
下
部
に
閉
鎖
障
害

が
発
生
す
る
二
分
脊
椎
症
が

多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

発
生
部
位
に
応
じ
た
治
療
が

出
産
後
早
期
か
ら
行
わ
れ
ま

す
が
、
生
涯
に
わ
た
り
歩
行

障
害
や
排は

い

泄せ
つ

障
害
を
抱
え
る

人
も
い
ま
す
。

け
の
場
面
に
お
ら
れ
る
わ
け

で
、
一
緒
に
飲
む
こ
と
は
お

互
い
へ
の
思
い
や
り
の
表
現

に
も
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
ま
た
、
葉
酸
が
必
要
な
の

は
妊
婦
さ
ん
に
限
り
ま
せ

ん
。
日
本
人
の
葉
酸
摂
取
推

奨
量
は
欧
米
よ
り
か
な
り
低

く
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
す

が
、
バ
ラ
ン
ス
の
悪
い
食
生

活
を
し
て
い
る
人
の
摂
取
量

は
そ
の
推
奨
量
に
も
達
し
て

い
ま
せ
ん
。

　
私
は
、女
子
栄
養
大
学
の

香
川
靖
雄
先
生
の
講
演
で
、

葉
酸
は
脳
卒
中
や
認
知
症
、

身
に
な
り
が
ち
で
、
物
事
を

あ
ま
り
自
分
自
身
で
考
え
な

い
人
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。
お
子
さ
ん
が
欲
し
い
な

ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
を
、

ご
自
分
で
調
べ
た
り
す
る
こ

と
を
、
あ
ま
り
や
っ
て
い
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自
分
の

意
見
を
発
す
る
こ
と
を
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
さ
れ
て
な
い
か

ら
、
言
わ
れ
る
が
ま
ま
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
で
も
、
や
は
り
世
の
中
を

変
え
て
い
く
に
は
、
女
性
に

声
を
挙
げ
て
も
ら
う
し
か
な

い
。
そ
こ
に
一
番
期
待
し
て

い
ま
す
。

う
つ
病
の
予
防
に
も
有
効
だ

と
聞
い
て
、
ボ
ケ
防
止
の
た

め
に
、
自
分
が
サ
プ
リ
メ
ン

ト
を
飲
ま
な
く
ち
ゃ
と
思
い

ま
し
た
ね（
笑
）。

　
年
頃
の
娘
さ
ん
が
い
る
お

母
さ
ん
世
代
で
あ
れ
ば
、
娘

さ
ん
と
一
緒
に
飲
む
の
も
よ

い
と
思
い
ま
す
。
娘
さ
ん
が

成
人
し
て
も
、
幼
稚
園
時
代

の
マ
マ
友
と
つ
な
が
っ
て
い

る
と
い
う
話
を
聞
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う

方
々
の
口
コ
ミ
で
、
葉
酸
の

重
要
性
を
伝
え
て
も
ら
え
る

と
い
い
で
す
ね
。

　
葉
酸
は
水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン

で
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
の
仲
間

間
で
大
き
く
意
見
が
分
か
れ

ま
し
た
。
日
本
で
育
っ
た
女

子
医
学
生
の
中
に
は
、
「
恥

ず
か
し
い
か
ら
立
ち
会
っ
て

ほ
し
く
な
い
」
と
い
う
人
が

結
構
い
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
人

と
帰
国
子
女
は
「
立
ち
会
わ

な
く
て
い
い
っ
て
、
ど
う
い

う
こ
と
？
」
と
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

　
日
本
で
育
っ
た
男
子
学
生

の
中
に
も
「
ど
う
せ
立
ち
会

っ
て
も
何
も
で
き
な
い
」
と

言
う
人
が
い
ま
す
。
何
も
で

き
な
い
じ
ゃ
な
く
て
、
横
に

い
て
、
手
を
握
っ
て
い
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
米
国
人
夫
婦
の
お
産
だ

と
、
出
産
直
後
の
奥
さ
ん
に

「
よ
く
や
っ
た
！
　
チ
ュ
ッ

チ
ュ
ッ
」
と
キ
ス
し
て
い
ま

す
。
日
本
の
お
父
さ
ん
は
、

赤
ち
ゃ
ん
の
写
真
を
撮
り
ま

く
る
人
が
多
い
。
奥
さ
ん
は

い
い
の
か
よ
、
と
思
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
ね
（
笑
）
。

　
厚
生
労
働
省
は
、
妊
娠
の

１
か
月
以
上
前
か
ら
の
葉
酸

の
十
分
な
摂
取
を
推
奨
し
て

い
ま
す
（
図
２
参
考
）
。

　
た
だ
し
、
と
れ
ば
と
る
ほ

ど
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
１
日
１
㍉
㌘
（
千
㍃

㌘
）
を
超
え
な
い
よ
う
言
わ

れ
て
い
る
の
で
、
サ
プ
リ
メ

ン
ト
で
補
う
場
合
は
１
錠
当

た
り
の
含
有
量
に
注
意
し

て
、
適
量
を
飲
む
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
他
の
ビ
タ
ミ
ン
が
少
し
欠

乏
し
て
も
、
そ
こ
ま
で
深
刻

な
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん

が
、
葉
酸
が
不
足
す
る
と
、

二
分
脊
椎
症
の
発
症
リ
ス
ク

が
上
が
る
こ
と
か
ら
し
て
、

葉
酸
が
胎
児
の
成
長
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
な
こ
と
は
間

違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　
お
子
さ
ん
が
欲
し
い
の
な

ら
、
夫
婦
で
サ
プ
リ
メ
ン
ト

を
飲
む
の
も
よ
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
ご
夫
婦

は
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て

と
続
く
夫
婦
の
歴
史
の
幕
開

え
て
い
く
。
男
女
と
も
そ
う

い
う
も
の
だ
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
こ
は
根

本
的
に
み
ん
な
の
考
え
方
が

変
わ
ら
な
い
限
り
難
し
い
と

思
い
ま
す
。

で
す
。
し
か
し
、
よ
く
売
れ

て
い
る
ビ
タ
ミ
ン
剤
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
葉
酸
が
含
ま
れ

て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
一
般
の
人
が
健
康
の
た
め

に
ビ
タ
ミ
ン
剤
を
飲
む
場

合
、
店
頭
に
並
ん
で
い
る
売

れ
筋
商
品
を
選
べ
ば
、
必
要

な
ビ
タ
ミ
ン
は
全
て
カ
バ
ー

で
き
る
と
思
っ
て
お
ら
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
際

は
違
い
ま
す
。
ラ
ベ
ル
を
見

た
り
し
て
、
葉
酸
の
有
無
や

含
有
量
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

い
い
け
れ
ど
、
絶
対
に
よ
そ

で
言
っ
ち
ゃ
い
か
ん
」
と
。

要
は
、
子
育
て
中
の
医
師
の

こ
と
を
女
性
と
言
っ
た
瞬
間

に
、
子
育
て
を
女
性
に
押
し

付
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

い
ま
だ
に
日
本
の
学
会
は
、

女
性
医
師
問
題
と
か
言
っ
て

い
る
け
れ
ど
、
あ
れ
も
米
国

的
に
は
ア
ウ
ト
だ
と
言
わ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
と
き
「
あ
ぁ
、
そ
う

か
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら

取
り
組
ま
な
い
と
、
子
育
て

の
問
題
は
根
本
的
に
解
決
し

な
い
ん
だ
」
と
思
い
ま
し

た
。
確
か
に
考
え
て
み
る

と
、
子
ど
も
が
熱
を
出
し
た

ら
迎
え
に
行
く
の
は
女
性
だ

か
ら
、
当
直
業
務
な
ど
が
消

ま
す
（
図
１
）。

　
葉
酸
は
、
核

酸
の
合
成
・
修

復
・
調
節
に
不

可
欠
の
ビ
タ
ミ

ン
で
、
細
胞
分

裂
が
さ
か
ん
な

胎
児
は
母
親
と

同
量
の
葉
酸
を

必
要
と
し
ま

田中守氏

図２　 日本人妊婦が１日の食事でとる葉酸摂取量（厚労
省推奨量は18～49歳女性で240㎍、妊婦で480㎍）

600

500

400

300

200

100

0

n＝105（μg）

全体平均

国民健康・栄養調査では
49歳以下の女性は240μgの推奨量以下！

妊娠前期 妊娠中期

2007年9～12月にかけて産婦人科外来でアンケート調査（産婦人科治療vol.97（1）74-79）

妊娠後期

2013年栄養調査
厚生労働省

米国推奨量

厚労省推奨量

最もとりたい妊娠前期
に一番摂取が少ない600μg

480μg
20代女性摂取量217μg

生キャベツ
約1/2個
（1/2個 500g換算）

ほうれん草の
おひたし
約4皿分
（1皿 100g換算）

妊
娠
前
か
ら
考
え
て
行
動
す
る
重
要
性

妊
産
婦
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
と
医
療
従
事
者
の
役
割
〈
後
編
〉

田
中
　
守

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
産
婦
人
科
教
授

シリーズ

第
２
回

（全４回）

妊
娠
前
〜
妊
娠
中
に
不
足
し
が
ち
な
栄
養
素

葉
酸
を
夫
婦
で
飲
む
、
親
子
で
飲
む

海
外
で
は
お
産
の
立
ち
会
い
は
当
た
り
前

子
育
て
を
女
性
に
「
押
し
付
け
」
て
い
る
？

保
健
師
や
助
産
師
に
期
待
す
る
こ
と

女
性
が
も
っ
と
発
言
す
る
社
会
に
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クローズ アップ
一
番
の
原
因
は
急
激
な

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
変
化

　
出
産
後
に
見
ら
れ
る
白
髪

や
大
量
の
抜
け
毛
、
ま
た
肌

の
乾
燥
や
肌
質
の
変
化
。
こ

の
原
因
は
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
、
プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン
と
い

う
２
種
類
の
女
性
ホ
ル
モ
ン

の
分
泌
の
変
化
に
あ
る
。

　
妊
娠
中
は
、
た
く
さ
ん
分

泌
さ
れ
て
い
る
女
性
ホ
ル
モ

ン
が
、
出
産
後
は
急
激
に
な

く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
こ

の
変
化
に
身
体
が
つ
い
て
い

け
ず
、
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し

て
し
ま
い
や
す
い
（
図
）
。

　
さ
ら
に
産
後
は
、
赤
ち
ゃ

ん
中
心
の
生
活
に
な
り
、
一

日
の
リ
ズ
ム
が
産
前
と
は
一

変
す
る
。
睡
眠
不
足
や
慣
れ

な
い
育
児
へ
の
不
安
、
疲
労

が
知
ら
ぬ
間
に
ス
ト
レ
ス
と

大
切
だ
」
と
語
る
。

　
ま
た
、
産
後
、
ま
と
ま
っ

た
抜
け
毛
が
起
こ
る
こ
と
が

あ
る
が
、
市
川
氏
は
こ
れ
に

つ
い
て
、
「
産
後
、
急
激
に

髪
が
抜
け
る
の
は
ホ
ル
モ
ン

バ
ラ
ン
ス
の
変
化
に
よ
る
も

の
。
産
後
１
年
が
た
つ
こ
ろ

に
は
気
に
な
ら
な
く
な
る
の

で
心
配
し
な
く
て
も
よ
い
。

産
後
の
授
乳
期
に
は
白
髪
染

め
や
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
は
体
に

や
さ
し
く
、
刺
激
の
少
な
い

も
の
を
選
ぶ
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。
マ
マ
の
ス
ト
レ
ス
解

消
を
か
ね
て
、
ヘ
ッ
ド
ス
パ

な
ど
の
頭
皮
ケ
ア
も
お
す
す

め
だ
」と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　
明
ら
か
な
病
気
で
は
な
く
、
病
院
に
行
く
ほ
ど
で

も
な
い
か
ら
と
、
大
き
な
問
題
に
は
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
出
産
後
の
髪
や
肌
の
ト
ラ
ブ
ル
に
悩
む
女
性
が

実
は
多
い
の
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
ど
う
し
て
産
後
に
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ

っ
て
し
ま
う
の
か
、
ま
た
元
気
な
髪
や
肌
を
取
り
戻

す
に
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
に
つ
い
て
今
回

は
取
り
上
げ
ま
す
。

生
活
習
慣
を
整
え
る
こ
と

で
、
そ
の
乱
れ
を
最
小
限
に

す
る
こ
と
は
可
能
と
な
る
。

髪
・
肌
の
た
め
に

気
を
付
け
た
い
こ
と

　
産
後
の
髪
・
肌
の
ト
ラ
ブ

ル
を
和
ら
げ
る
方
法
に
つ
い

て
、
市
川
香
織
氏
（
東
京
情

報
大
学
看
護
部
准
教
授
／
助

産
師
）
に
伺
っ
た
。
市
川
氏

な
り
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス

を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る
こ
と

も
あ
る
。

　
出
産
後
の
ホ
ル
モ
ン
の
急

激
な
変
化
は
、
誰
に
で
も
起

は
、
こ
の
時
期
に
気
を
付
け

て
ほ
し
い
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
①
睡
眠
②
食
事
③
ス
ト

レ
ス
へ
の
対
処
―
の
三
つ
を

挙
げ
る
。

ポ
イ
ン
ト
１

　
良
質
な
睡
眠
を
と
る

　
22
時
か
ら
午
前
2
時
は
成

長
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
、

細
胞
か
ら
老
廃
物
が
排
出
さ

れ
、
栄
養
が
身
体
に
入
る
時

間
と
さ
れ
て
い
る
。
肌
は
も

ち
ろ
ん
髪
の
毛
の
元
に
な
る

毛
母
細
胞
が
生
ま
れ
変
わ
る

時
間
帯
で
あ
る
。
夜
の
授
乳

も
あ
る
が
、
で
き
る
か
ぎ
り

こ
の
時
間
帯
は
休
め
る
よ
う

工
夫
し
て
ほ
し
い
。

ポ
イ
ン
ト
２

　 

イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
を

積
極
的
に
と
る

　
大
豆
に
多
く
含
ま
れ
る
イ

ソ
フ
ラ
ボ
ン
は
、
肌
の
潤
い

を
保
っ
た
り
、
髪
の
成
長
を

促
し
た
り
す
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
と
同
じ
働
き
を
す
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
大
豆
を
積
極

的
に
と
る
こ
と
で
、
肌
の
老

化
防
止
や
抜
け
毛
、
白
髪
の

予
防
・
改
善
に
つ
な
が
る
。

ポ
イ
ン
ト
３

　
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

　
髪
や
肌
は
、
ス
ト
レ
ス
が

大
嫌
い
で
あ
る
。
身
体
的
な

ス
ト
レ
ス
と
精
神
的
な
ス
ト

レ
ス
の
両
方
が
か
か
る
産
後

は
、
い
つ
も
よ
り
意
識
し
て

食
事
・
睡
眠
・
運
動
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
よ
う
心
掛
け
て

ほ
し
い
。

　
も
し
、
そ
れ
が
う
ま
く
い

か
な
い
場
合
が
あ
っ
て
も
、

「
気
に
し
な
い
」
と
心
の
バ

ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
が
大
切

こ
る
こ
と
で
、

避
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
し

か
し
、
生
活
の

基
本
で
あ
る
食

事
、
睡
眠
な

ど
、
規
則
的
な

●女性ホルモンが100倍!?
　出産時、女性ホルモンは普段の月経の約
100倍の量が分泌され、産後、急激に下がり
ます。さらに、赤ちゃんとの生活が始まり、
生活リズムが一変します。こういった変化に
心身がついていけず、ママたちはさまざまな
トラブルを抱えてしまいがちです。
　その中でも、悩みとして多いのが“髪”と
“肌”のトラブル。出産をすれば誰にでも起
こり得ることですが、ママたちには、悩みを
できるだけ軽くして、元気に、健康的に、育
児をしていってほしいですよね？
● 正しい情報が
産後のママのストレスを和らげます

　本教材は、どうしてこういったトラブルが
起きるのかをやさしく解説。そして、睡眠、
食事、ストレスとの付き合い方など、育児を
しながら生活習慣を整える上で知っておいて
ほしいポイントを紹介します。
　両親学級で産後の生活に備える、あるいは
出産してこれから赤ちゃんとの生活を始める
ママたちに配布ください。また、ママをいた
わる役割を担うパパたちにも、ぜひ読んでお
いていただきたい教材です。

【監修】 市川香織
（東京情報大学看護学部准教授／助産師）

【仕様】A4判ペラ／1冊50枚綴り／表カラー・裏2色刷
【価格】本体1,300円＋税（部数割引あり）

で
あ
る
。

普
段
の
生
活
で
も
配
慮
を

　
さ
ら
に
市
川
氏
は
、
「
女

性
な
ら
で
は
の
生
理
現
象

は
、
全
て
血
液
を
消
耗
す

る
。
特
に
、
産
後
は
失
わ
れ

た
血
液
を
補
う
食
材
を
積
極

的
に
と
る
こ
と
が
重
要
だ

（
表
）。ま
た
、
妊
娠
中
の
肌

は
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
影

響
で
色
素
沈
着
に
な
り
や
す

い
状
態
で
あ
る
。
日
焼
け
止

め
を
塗
る
、
肌
を
露
出
し
な

い
、
帽
子
を
か
ぶ
る
な
ど
、

紫
外
線
対
策
を
し
っ
か
り
と

る
よ
う
心
掛
け
て
ほ
し
い
。

何
よ
り
日
々
の
保
湿
ケ
ア
も

FAX：03-3267-2658ご注文の際は、同封の注文書に必要事項をご記入の上、ファクスでお申し込みください。

図　産後の女性ホルモンの変化

　
マ
マ
自
身
が
、
心
や
体
を
大
切

に
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
た

健
康
メ
モ
で
す
。

　
産
褥
（
さ
ん
じ
ょ
く
）
期
の
心

身
の
変
化
を
丁
寧
に
解
説
し
、
産

後
、
マ
マ
た
ち
が
抱
え
や
す
い
疲

労
感
や
気
分
の
落
ち
込
み
に
、
ど

う
対
処
し
た
ら
よ
い
か
を
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
パ
パ
が
知
っ
て
お
く
べ
き
情

報
・
心
得
も
掲
載
し
ま
し
た
。

　
家
族
み
ん
な
で
産
後
の
生
活
を

考
え
る
際
に
、
ぜ
ひ
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。

【
監
修
】
市
川
香
織
（
東
京
情
報

大
学
看
護
学
部
准
教
授
／
助
産

師
）

【
仕
様
】
Ａ
４
判
ペ
ラ
／
１
冊
50

枚
綴
り
／
表
カ
ラ
ー
・
裏
２
色
刷

【
価
格
】
本
体
１
３
０
０
円
＋
税

（
部
数
割
引
あ
り
）

　
退
院
し
た
ら
、
い
よ
い
よ
赤
ち

ゃ
ん
と
の
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。

で
も
、
新
し
い
生
活
に
慣
れ
る
ま

で
、
産
後
３
か
月
は
と
て
も
大
変

な
時
期
で
す
。

　
本
教
材
は
、
出
産
を
終
え
た
体

を
回
復
さ
せ
な
が
ら
、
赤
ち
ゃ
ん

を
育
て
て
い
く
た
め
に
準
備
し
て

お
く
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
や
さ
し
く

解
説
し
ま
し
た
。

　
お
産
の
前
か
ら
安
心
し
て
子
育

て
で
き
る
環
境
を
、
家
族
み
ん
な

で
つ
く
る
た
め
に
、
活
用
く
だ
さ

い
。

【
監
修
】
市
川
香
織
（
東
京
情
報

大
学
看
護
学
部
准
教
授
／
助
産

師
）

【
仕
様
】
Ａ
４
判
ペ
ラ
／
１
冊
50

枚
綴
り
／
表
カ
ラ
ー
・
裏
２
色
刷

【
価
格
】
本
体
１
３
０
０
円
＋
税

（
部
数
割
引
あ
り
）

　
マ
マ
た
ち
に
知
っ
て
お
い
て
ほ

し
い
情
報
が
満
載
の
小
冊
子
で

す
。
産
後
の
母
体
の
変
化
、
健
康

管
理
、
気
を
付
け
た
い
病
気
、
受

胎
調
節
や
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
暮
ら

し
な
ど
、
産
後
の
生
活
に
必
要
な

知
識
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま

し
た
。

　
母
子
手
帳
交
付
時
や
、
両
親
学

級
な
ど
で
配
布
く
だ
さ
い
。

【
企
画
・
制
作
】
日
本
助
産
師
会

出
版

【
発
行
】
本
会

【
仕
様
】
Ｂ
５
判
／
20
ペ
ー
ジ
／

オ
ー
ル
カ
ラ
ー

【
価
格
】
本
体
１
５
０
円
＋
税

（
部
数
割
引
あ
り
）

表　髪・肌によい食べ物

髪によい食べ物
わかめ　卵　鮭　牡

か
蠣
き

緑黄色野菜（にんじん・かぼちゃ・小松菜など）
黒ごま　豆類　鶏肉　乳製品
各種レバー　くるみ　栗

肌によい食べ物
くこ　黒ごま　山芋　松の実
ほうれんそう　ぶどう

産
後
の
悩
み

親
身
に
な
っ
て
寄
り
添
っ
て

知っておきたい基礎データ

関
連
教
材

健康メモ

200201

産
前
産
後
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

健康メモ

200204

産
後
３
か
月
ま
で
の

　

マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
暮
ら
し

ママにな
る人向け
小 冊 子

090021

こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い

　

体
と
心  

産
後
の
知
識

産後、気になる
 髪・肌のトラブル

健康メモ

200205

産後のトラブル 髪と肌

http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4206
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4052
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4202
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4205
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生
き
る
チ
カ
ラ

宮
本
　
由
記

40

小
石
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
リ
ニ
ッ
ク（
愛
知
県
豊
橋
市
）

産
婦
人
科
医
に
よ
る
性
の
健
康
教
育 

〜
私
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
こ
れ
だ
！

思春期向け教材

内

容

～ 妊 娠 ・ 出 産 の リ ミ ッ ト ～
冊子

　月経から妊娠の起こり方、卵子の老化や高齢出産の
危険性などを、イラストを交えて分かりやすく解説し
ています。
　卒業式や新人研修時、婚姻届受領時などのイベント
での配布に最適な一冊です。

•実は、卵子の数は限られているって知ってた!?
•そもそも月経とは？
•妊娠ってこうして起こるんだ！
•卵子が老化する!? ほか
 ※表3をオリジナル情報に差し換えられます！

●監修： 一般社団法人日本家族計画協会
家族計画研究センター所長　北村邦夫

●Ａ５判・14ページ／オールカラー／本体150円＋税
お問い合わせや見本のご依頼は、下記までご連絡ください。

TEL 03-3269-4727  FAX 03-3267-2658

将来、ママにパパになりたいあなたへ

　
分
娩
に
関
わ
り
た
い
、
産

婦
人
科
医
に
な
り
た
い
と
漠

然
と
思
い
な
が
ら
進
学
し
た

医
学
部
で
は
、
性
教
育
を
し

っ
か
り
学
ぶ
機
会
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
私
自
身
も
分

娩
に
関
わ
り
た
い
と
思
い
な

が
ら
も
、
性
教
育
に
対
す
る

興
味
は
強
く
な
か
っ
た
の
で

情
報
を
得
て
い
な
か
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
同
じ
部
活

の
先
輩
が
性
教
育
を
や
る
た

め
に
産
婦
人
科
医
に
な
る
の

だ
と
言
っ
て
い
る
の
を
聞
い

て
、
大
変
衝
撃
を
受
け
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
２
人
の
子
ど
も
を
出
産

し
、
久
し
ぶ
り
に
学
会
に
参

加
し
た
際
、
先
輩
に
お
会
い

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

先
輩
は
性
教
育
を
や
り
な
が

ら
産
婦
人
科
医
を
し
て
い
ま

し
た
。
思
春
期
、
女
性
の
健

康
等
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
関
わ
る

勉
強
を
し
て
み
た
い
と
相
談

を
し
た
と
こ
ろ
、
避
妊
教
育

★
第
４
８
８
回

【
日
程
】
９
月
11
日
㈫

【
テ
ー
マ
】
「
上
手
な
断

乳
・
卒
乳
の
す
す
め
方
と
乳

房
ケ
ア
」

【
講
師
】
井
村
真
澄
（
日
本

赤
十
字
看
護
大
学
教
授
）

★
第
４
８
９
回

【
日
程
】
10
月
９
日
㈫

【
テ
ー
マ
】
「
虐
待
す
る
親

へ
の
支
援
」

【
講
師
】
佐
野
信
也
（
防
衛

医
科
大
学
校
教
授
）

【
会
場
】
Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ
谷
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

（
東
京
都
新
宿
区
）

【
時
間
】
13
時
30
分
〜
15
時

30
分

【
対
象
】
保
健
師
、
助
産

師
、
看
護
師
等
の
有
資
格
者

【
参
加
費
】
会
員
…
無
料
、

非
会
員
…
当
日
参
加
４
千
円

（
会
員
以
外
で
当
日
参
加
希

望
の
方
は
、
必
ず
事
前
に
専

用
の
申
込
書
を
フ
ァ
ク
ス
で

お
送
り
く
だ
さ
い
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

☎
03（
３
２
６
９
）４
７
８
５

℻  03（
３
２
６
７
）２
６
５
８

※
申
込
書
は
本
会
Ｈ
Ｐ
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

※
８
月
は
開
催
し
ま
せ
ん

９
・
10
月
の
母
子
保
健
指
導
員
研
修
会

　
月
経
困
難
で
産
婦
人
科
に

中
高
生
が
行
く
な
ん
て
！
と

ま
だ
ま
だ
大
人
に
受
け
入
れ

て
も
ら
い
に
く
い
現
実
も
あ

り
ま
す
。
地
方
に
い
る
と
知

識
の
啓
発
が
ま
だ
ま
だ
必
要

と
感
じ
る
こ
と
は
性
教
育
も

ス
ポ
ー
ツ
も
同
様
で
す
。
私

の
考
え
て
い
る
性
教
育
と
ス

ポ
ー
ツ
外
来
の
同
じ
部
分

は
、
地
域
に
根
差
し
て
活
動

し
て
い
く
こ
と
で
す
。
地
方

だ
か
ら
難
し
い
、
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
地
方
だ

か
ら
こ
そ
の
つ
な
が
り
で
良

い
方
向
に
変
え
る
こ
と
も
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
、
可

能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
経
験
が
足
り

ず
、
キ
ー
ワ
ー
ド
は
こ
れ

だ
！
と
言
い
切
れ
る
も
の
も

な
い
私
で
す
が
、
ネ
ッ
ト
ワ

第
４
話

ピ
ル
と
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・

サ
ン
ガ
ー

　
わ
が
国
に
ピ
ル
の
話
を
最

初
に
持
ち
込
ん
だ
の
が
マ
ー

ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ン
ガ
ー
で
あ

っ
た
こ
と
は
第
２
話
で
す
で

に
お
話
し
し
て
い
る
。
実

は
、
日
本
と
い
わ
ず
、
こ
の

世
の
中
に
ピ
ル
が
誕
生
す
る

に
は
、
サ
ン
ガ
ー
の
力
が
不

可
欠
だ
っ
た
。

　
サ
ン
ガ
ー
ら
は
ペ
ッ
サ
リ

2003年３月、山形大学医学部卒。
同年４月、浜松医科大学産婦人科入
局。静岡県内の産婦人科にて勤務
後、現在は愛知
県豊橋市小石マ
タニティクリニ
ック、名古屋市
ココカラウィメ
ンズクリニック
にて勤務中。

宮本 由記

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
誘
い
い

た
だ
き
、
琵
琶
湖
で
の
性
教

育
指
導
セ
ミ
ナ
ー
全
国
大
会

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
全
国
で
積
極
的
に
性

教
育
を
し
て
い
る
同
じ
産
婦

人
科
医
の
先
輩
方
に
お
会
い

し
て
、
ま
た
大
変
衝
撃
を
受

け
ま
し
た
（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

を
行
う
先
生
方
の
演
技
力
を

含
め
て
）
。
私
も
実
際
に
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
入
さ
せ
て

ー
ク
の
先
生
方
に
教
え
て
い

た
だ
い
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
伝

え
な
が
ら
、
ラ
イ
フ
ス
キ

ル
、
生
き
る
チ
カ
ラ
と
し
て

の
性
教
育
と
い
う
言
葉
は
毎

回
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

　
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
、
保
護
者
に
と
っ
て
相

談
し
や
す
い
場
所
に
な
れ
る

よ
う
今
後
も
活
動
し
て
い
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今月の人

う
の
は
、
ペ
ッ
サ
リ
ー
に
よ

る
失
敗
率
は
、
１
年
間
使
用

し
た
女
性
１
０
０
人
の
う
ち

12
人
が
妊
娠
す
る
と
い
う
悲

惨
な
も
の
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　
避
妊
用
ピ
ル
の
開
発
が
大

き
く
進
展
し
た
の
は
、
経
済

的
支
援
の
た
め
の
基
盤
が
、

キ
ャ
サ
リ
ン
・
マ
コ
ー
ミ
ッ

ク
に
よ
っ
て
約
束
さ
れ
て
か

ら
だ
。
彼
女
は
、
有
名
な
ス

パ
イ
ス
会
社
の
相
続
人
で
あ

り
大
富
豪
だ
っ
た
。
１
９
１

７
年
に
サ
ン
ガ
ー
と
初
め
て

出
会
い
、
そ
の
後
、
資
金
援

助
を
惜
し
ま
ず
サ
ン
ガ
ー
の

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
続
け

た
。

　
50
年
の
冬
の
あ
る
日
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
家
族
計

画
運
動
で
有
名
な
医
師
ら
の

集
ま
る
会
が
開
か
れ
、
サ
ン

ガ
ー
も
招
か
れ
て
い
た
。
そ

の
場
に
、
ピ
ル
開
発
の
父
と

呼
ば
れ
る
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ピ

ン
カ
ス
も
出
席
し
て
い
た
の

だ
。

　
サ
ン
ガ
ー
と
マ
コ
ー
ミ
ッ

生
す
る
。

　
そ
の
後
、
ピ
ン
カ
ス
は
52

年
に
開
催
さ
れ
た
学
会
で
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
の
産
婦
人
科

医
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク

に
出
会
っ
た
。
ロ
ッ
ク
は
不

妊
女
性
に
対
し
て
、
治
療
目

的
で
高
濃
度
の
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
と
プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン
を
注

射
し
て
い
た
経
験
か
ら
、
ホ

ル
モ
ン
が
排
卵
を
抑
制
し
、

治
療
中
は
妊
娠
が
起
こ
ら
な

い
こ
と
を
確
信
し
て
い
た
。

相
当
な
動
物
実
験
を
繰
り
返

し
た
後
、
ピ
ン
カ
ス
は
ロ
ッ

ク
に
人
体
実
験
を
求
め
た
。

ロ
ッ
ク
は
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ

ッ
ク
教
徒
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
長
期
間

に
わ
た
り
、
家
族
計
画
運
動

を
支
援
し
続
け
る
こ
と
と
な

っ
た
。

　
54
年
に
は
、
彼
の
不
妊
患

者
に
対
し
て
、
毎
月
20
日
間

に
わ
た
っ
て
大
量
の
合
成
プ

ロ
ゲ
ス
ト
ー
ゲ
ン
の
投
与
を

開
始
し
た
が
、
こ
の
治
療

中
、
排
卵
は
ど
の
女
性
に
も

起
こ
ら
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
プ
ロ
ゲ
ス
ト
ー
ゲ
ン
の

投
与
を
中
止
し
た
後
、
80
人

中
13
人
が
妊
娠
し
た
。

　
55
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ

た
第
５
回
国
際
家
族
計
画
会

議
で
そ
の
結
果
を
ピ
ン
カ
ス

が
発
表
し
た
の
は
既
報
の
通

り
で
あ
る
。

ー
を
奨
励

し
、
女
性
た

ち
を
救
お
う

と
懸
命
に
活

動
し
て
い
た

が
、
な
か
な

か
成
果
を
上

げ
ら
れ
な
か

っ
た
。
と
い

ク
は
、
彼
に

十
分
な
経
済

的
支
援
を
す

る
と
約
束

し
、
女
性
に

と
っ
て
安
全

で
よ
り
有
効

な
避
妊
法
を

開
発
す
る
よ

う
彼
に
依
頼
し
た
。
多
額
の

研
究
費
を
受
け
取
っ
た
ピ
ン

カ
ス
は
、
早
速
綿
密
な
研
究

計
画
を
立
て
、
女
性
の
生
殖

作
用
の
核
心
に
じ
か
に
働
き

か
け
る
避
妊
法
の
開
発
に
取

り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。
妊

娠
中
は
排
卵
が
起
こ
ら
な

い
。
こ
の
期
間
に
は
、
大
量

の
プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン
が
体
内

で
作
ら
れ
、
こ
れ
が
排
卵
を

妨
げ
て
い
る
か
ら
に
違
い
な

い
と
い
う
の
が
彼
の
発
想
で

あ
り
、
ピ
ル
は
こ
こ
か
ら
誕

「
思
春
期
ス
ポ
ー
ツ
外
来
」

を
開
設
し
、
部
活
動
を
し
て

い
る
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を

中
心
に
診
療
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
単
な
る
「
ス

ポ
ー
ツ
外
来
」
で
な
く
、

「
『
思
春
期
』
ス
ポ
ー
ツ
外

来
」
と
し
た
の
は
、
ス
ポ
ー

ツ
だ
け
で
な
く
「
思
春
期
」

の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
相
談

す
る
窓
口
に
な
り
た
い
と
い

う
思
い
も
込
め
て
の
こ
と
で

し
た
。
現
在
は
、
「
ス
ポ
ー

ツ
外
来
」
と
し
て
だ
け
で
な

く
「
思
春
期
外
来
」
と
し
て

の
相
談
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
外
来
開
設
を
き
っ

ツ
の
お
話
、
性
教
育
の
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
保
護
者
の
方
の
中
に

は
、
「
性
教
育
」
と
い
う
言

葉
だ
け
で
抵
抗
感
が
あ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ

た
も
の
の
、
性
教
育
の
講
演

を
実
際
に
行
う
機
会
は
ほ
と

ん
ど
な
く
数
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
元
々
思
春
期
に
関
わ
り

い
た
だ
き
、
私
の
性
教
育
へ

の
関
わ
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　
こ
の
講
演
で
は
、
性
教
育

だ
け
を
お
話
し
す
る
と
き
と

内
容
を
変
え
た
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
が
、
女
性
の
ヘ
ル

ス
ケ
ア
の
一
環
と
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
の
話
題
な
ど
と
の
関

連
性
を
お
話
し
す
る
こ
と

で
、
い
つ
も
よ
り
抵
抗
な
く

受
け
入
れ
て
も
ら
え
た
と
感

じ
ま
し
た
。

た
か
っ
た
の
は
、
部

活
動
な
ど
地
域
で
ス

ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る

中
高
生
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
た
い
と
思
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
ド

ク
タ
ー
を
取
得
し
、

４
年
前
に
勤
務
し
て

い
る
愛
知
県
豊
橋
市

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

か
け
に
講
演
の

機
会
が
少
し
ず

つ
増
え
ま
し

た
。

　
昨
年
は
豊
橋

市
の
保
健
所
か

ら
ご
依
頼
い
た

だ
き
「
保
護
者

向
け
の
保
健
体

育
」
と
し
て
、

女
性
と
ス
ポ
ー

豊橋市のジュニアスポーツ勉強
会で登壇する宮本氏（上）と、
実行委員長としてシンポジウム
で司会をしている様子（左）

北村 邦夫 著

ピル承認秘話
わが国のピル承認が
これほど遅れた

 本当の理由（わけ）

性
教
育
へ
の
関
わ
り
の
ス
タ
ー
ト

地
域
に
根
差
し
た
活
動
を

思
春
期
ス
ポ
ー
ツ
外
来

http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4064
http://www.jfpa-clinic.org/
http://www.jfpa.or.jp/seminar/2018/000821.html

